
あなたが次に必要とする 
儀式は， 18 ページ 

「神の目的がくじかれる 
ことはない」，  
34 ページ 

聖餐会で 
携帯機器を ? 

26 ページ
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「聖餐というすばらしい賜物」より，18 ページ

「ふさわしい状態で 
聖餐を受けるとき， 

わたしたちは 
イエス・キリストの清めの力 
にあずかる資格があります。」

デール・G・レンランド長老と 
ルース・L・レンランド姉妹
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 34 聖徒たちー 
教会の物語ー 
第 6 章：神の賜物と力
ジョセフが再び翻訳する力を与え
られたとき，オリバー・カウドリが
助けました。

シリーズ
 4 信仰の肖像ー 

ダレン・リアと 
ステイシー・リアー 
オーストラリア，シドニー

 6 ミニスタリングの原則ー 
意義深い関係を築く

 16 わたしたちの家庭， 
わたしたちの家族ー 
賢く気高い母親になる努力
リリアン・パガデュアンビラマー

 40 末日聖徒の声

 80 また会う日までー 
努力し続ける
マービン・J・アシュトン長老

リアホナ2018 年 8月号

特　集
 10 教会の財政的自立をもたらす 

霊的な基盤
ジェラルド・コセービショップ
財務と運用の方針に従って，教会
は教会員に教える原則を実践して
います。

 18 聖餐というすばらしい賜物
デール・G・レンランド長老と 
ルース・L・レンランド姉妹
わたしたちがふさわしい状態で
聖餐を受けるとき，バプテスマの
祝福を何度も新たにすることが
できます。

 26 デジタルの世界で礼拝する
アダム・C・オルソン
電子機器はわたしたちの聖餐会
の礼拝を強めることも妨げること
もできます。

 30 テクノロジーを使って教えるー 
デジタルの世界において 
青少年の参加を促す
ブライアン・K・アシュトン
教室におけるテクノロジーの使用
を禁止するのではなく，青少年に
正しい使い方を教えることがで
きます。

表　紙
写真／レスリー・ニルソン

18
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 44 エリックはどのように神を信頼 
することを学んだのでしょうか
リチャード・M・ロムニー
苦難と苦痛の中で，ガーナのヤン
グアダルトは神への信仰を見いだ
し，福音を受け入れる準備をしま
した。

 48 でも，外したらどうしよう？
サラ・キーナン
もし失敗することを恐れて挑戦し
ないならば，成長の機会を逃すか
もしれません。

ヤ ン グ ア ダ ル ト

 50 あなたが伝道に召される前に
ライアン・カー
専任宣教師の経験と青少年が伝
道を準備する方法の提案から彼
らの考え方が分かります。

 56 宣教師となることについて 
教義と聖約が教える 5 つのこと
シャーロット・ラーカバル
これらの聖文は福音を分かち合
おうと努めるわたしたちすべてに
当てはまる宣教師の働きの原則を
説明しています。

 58 教会をほんとうに必要とする
6 つの理由
エリック・B・マードックと 
ジョシュア・J・パーキー
教会の組織がわたしたちのため
の神の計画にとって不可欠な理由
が幾つかあります。

 62 質疑応答
時間を有意義に過ごすために，自
由時間にどのような活動をするべ
きでしょうか。

 64 ポスター— 
わたしたちの人生のための啓示

 65 大切なメッセージ— 
救い主をいつも覚えているため
の 6 つの方法
ゲレット・W・ゴング長老

青 　 少 　 年

 66 わたしはいつもいのることが 
できます
これらのいのりについての質

し つ

問
も ん

に
答

こ た

えることができますか。

 68 光
ひかり

をかがやかせる — 
かがやくあかし
わたしはこわいと思

お も

いましたが， 
ほかの生

せ い

徒
と

の前
ま え

で自
じ

分
ぶ ん

のあかし
を分

わ

かち合
あ

いました。

 70 けんかをしない約
やく

束
そく

ミルナ・ホイト
ティミーはモルモン書

し ょ

の物
も の

語
がたり

を思
お も

い出
だ

しました。そしてどのようにし
たら，いとことけんかをやめること
ができるか知

し

っていました。

 72 信
しん

仰
こう

，希
き

望
ぼう

，めぐみ —第
だい

1 部
ぶ

 
平
へい

和
わ

の声
こえ

メーガン・アームクネヒト
戦

せ ん

争
そ う

中
ちゅう

にオランダに住
す

むことはこわ
いことでしたが，グレースは自

じ

分
ぶ ん

の
家

か

族
ぞ く

は大
だ い

丈
じょう

夫
ぶ

だと知
し

っていました。

 74 キリストについてあかしする使
し

徒
と

ロナルド・A・ラズバンド長
ちょう

老
ろう

 75 サッカーと日
にち

曜
よう

日
び

ヨーク・クレビンガット長
ちょう

老
ろう

わたしはサッカーが好
す

きでした
が，教

きょう

会
か い

を見
み

つけると神
か み

様
さ ま

のほう
がもっと好

す

きになりました。

76 聖せ い

文
ぶ ん

の物
も の

語
がたり

— 
ハンナとサムエル
キム・ウェブ・リード

79 色いろ

をぬりましょう— 
わたしはよいもはんになること
ができます

子
こ

　　　供
ども

今
こん

月
げつ

号
ごう

の中
なか

に 
隠
かく

れているリアホナを 
捜
さが

しましょう。 
ヒント― 

モルモン書
しょ

の中
なか

で 
どんな約

やく

束
そく

を 
見

み

つけることが 
できますか？

48 70

50
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今月号に採り上げられているテーマ
数字は記事の最初のページを表します。

証， 6，34，68
安息日， 18，75
イエス・キリスト， 18，65，74
祈り， 41，43，44，66，72
恐れ， 48，65，72，76
改心， 44
家族， 4，16，40，72，79，

80
逆境， 41，44 ，80
教育， 16
教会指導者， 43
教会の集会， 26，30，58
教会歴史， 34，58
悔い改め， 34，43

啓示， 34，56，58，64
個人の価値， 62
財政， 10
什分の一， 10
障がい， 44
ジョセフ・スミス， 34
信仰， 4，44，55，65，72，

76
親切， 70
聖餐， 18，65
聖約， 18，58
聖霊， 18，30，34，43，50，

56
宣教師への備え， 50，56，75

堪え忍ぶ， 80
テクノロジー， 26，30
伝道活動， 42，50，56
天の御父， 18，41，44，58
母親の務め， 16
平和， 72
奉仕， 6，40
モルモン書， 18，34，42，70

ア
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ン
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インターネットで得られる追加情報

以下で記事を読みましょう。 
記事を投稿することもできます。 
liahona.lds.org

心を鼓舞し， 
共有できそうなメッセージを 

以下で見つけましょう。 
（英語，ポルトガル語，スペイン語） 

facebook.com/liahona

ご意見・ご提案は以下まで 
お寄せください。
liahona@ldschurch.org

定期購読を申し込みましょう。
store.lds.org    　　 

〔訳注—日本語版ウェブサイト 
からの注文可能時期は未定〕

配送センターに行くことや， 
ワードの指導者に聞くこともできます。 

1-800-537-5971に電話もできます 
（アメリカとカナダ）。
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信 仰 の 肖 像

ダレン・リアとステイシー・リア
オーストラリア，シドニー

ステイシー：オーストラリアに帰ろう

かと話し合うようになりました。ただ，

ブリスベンには映画スタジオがありま

せんでした。帰るのであればダレンは

一生の仕事を諦めるしかありません。

ダレン：どん底にいる気分でした。

妻は妊娠しているのに，わたしは仕事

もなく，自分たちの住まいを借りるこ

とすらできなかったのです。

ステイシー：あるとき，両親の家の洗

濯室で二人でひざまずいて祈りました。

ダレン：それから，ブリスベンに新し

いスタジオが設立されると聞きました。

おかげで，わたしはアニメーション制

作の契約を取ることができました。

ステイシー：どのような困難に遭遇

しようとも，天の御父とイエス・キリス

トを信じる信仰を持つことが最も大切

だということを学びました。

イギリス，ロンドンの映画スタジオでアニメー
ションの仕事に就くというダレンの夢をかな
えようと，ダレンとステイシーはすべてを売り
払いました。しかし，何年も待ち望んでいた
赤ちゃんを授かったことが分かったとき，ダレ
ンの収入だけではロンドンで生活し続けられ
ないことが分かりました。
クリスティーナ・スミス，写真家
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ミニスタリングに携わる召しは，思
いやりのある関係―すなわち，
安心して助けを求めたり，助けを

受け入れたりすることのできるような関係
―を築く機会です。そのような関係を育
もうと努めるときに，神は両者の生活を変え
ることがおできになるのです。

中央扶助協会会長会第一顧問のシャロ
ン・ユーバンク姉妹はこう述べています。

「確固とした友好関係なしに意義のある変化
は起こせないと考えています。」奉仕活動に
よって人々の生活を変えるためには，「相手
が癒されることを心から願い，熱心に相手の
言うことに耳を傾け，協力し，敬意を払わな
ければなりません。」1

意義深い関係とは，駆け引きではありませ
ん。思いやりと真心からの努力と，「偽りの
ない愛」の上に築かれるものです（教義と
聖約 121：41）。2

関係を築き，強める方法
「個人的な関係は一人ずつ築いていくもの

です」と十二使徒定員会のディーター・F・
ウークトドルフ長老は述べています。3  仕え
る相手と意義深い関係を築こうと努力をす
るとき，聖霊がわたしたちを導いてください
ます。以下は，ウークトドルフ長老の提案し
たパターンを基にしたものです。4

意義深い 
ミニスタリングの原則

関係を築く
意義深い関係が築かれているとき， 
相手を思いやる力は強められます。
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一緒に時間を過ごす

関係を築くには時間がかかるもの

です。連絡を取り続ける機会を探してく

ださい。様々な研究により証明されてい

るのは，健全な人間関係を築くうえで，

相手を心にかけていると伝えること

が不可欠であるということです。5  

自分が奉仕するよう召された相手

と頻繁に言葉を交わしましょう。

教会で話しかけてください。そのほ

か，電子メール，フェイスブック，インスタ

グラム，ツイッター，スカイプ，電話，カード

を送るなど，理にかなうものであれば何で

も活用してください。十二使徒定員会のリ

チ ャ ード・G・ス コット 長 老（1928 －

2015 年）は，シンプルかつ創造的な方法

で愛と支持を伝えることの力について，次

のように語っています。「聖典を開けると，

〔妻ジェニーンからの〕優しさと愛情に満ち

たメモが挟んであることがよくありました。

……こうした貴重なメモは，今もなおわた

しに慰めと霊感を与えてくれるかけがえの

相手をよく知る

エズラ・タフト・ベンソン大管長（1899 －

1994 年）はこう教えています。「よく知り

もしない人のためによい奉仕をすることは

できません。」ベンソン大管長は，家

族全員の名前を覚え，誕生日や祝

福，バプテスマ，結婚などの節目

の出来事を知っておくように提案

しています。そうすることで，家族

のだれかが特別なことを達成した，

あるいは成果を挙げたときにお祝いの手紙

を送ったり，電話をかけたりする機会が生

まれるのです。7

ない宝となっ

ています。」6

また，関係とは相手があってのことだと

いうことを忘れないでください。あなたが

愛と友情を示しても，相手がそれを受け入

れて返さなければ，関係は育まれません。

相手が心を閉ざしているようであれば，無

理強いしないでください。あなたが誠心

誠意努力していることを分かってもらえる

まで待ってください。必要であれば指導

者に相談し，意義深い関係を築くこと

が可能かどうかを話し合いましょう。
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思いやりをもって 
コミュニケーションを取る

意義深い関係を築くには，う

わべだけのコミュニケーションでは

不十分です。うわべだけのコミュニケー

ションとは，これからの予定，天気，その

ほかあまり重要でない世間話が大半で，

さらに意義深い関係を築くのに必要な，

気持ちや信条，目標や心配事の分かち合

いに欠けているものを指します。天の御

父は，より意義深いコミュニケーションの

あり方の模範を示してくださいました。

御父は御子に，また預言者を通してわた

したちに，御自身の思いと計画を分かち

合ってくださったのです（ヨハネ 5：20；

アモス 3：7 参照）。御霊の導くままに，

日々の出来事や人生の問題について分か

ち合うことで，共通の興味や経

験を知ることができ，互いへの

感謝の念が増します。

あなたが相手を心にかけていると伝え

るうえで欠かせないのが，耳を傾けること

です。8  注意深く耳を傾けると，相手の必

要を理解して見極めることができるだけ

でなく，相手はあなた

に愛され，理 解され

ていると感じ，心を

許せると思うように

なります。そうするこ

とで，人々をキリストの

もとに来るよう助ける機

会が増すのです。

ミニスタリングの原則は，互いを思いやる方法を学ぶためのものであって，メッセージとして伝えるものでは 

ありません。仕える相手をよく知るようになると，聖霊の促しによって，彼らを心にかけ，哀れみの心をもって 

思いやりを伝える方法だけでなく，彼らが必要としているメッセージも分かるようになります。

共通点だけでなく， 
相違点も大切にする

「〔中には〕，教会が一つの金型からあら

ゆる会員を造ろうとしていて，それぞれの会員

が，他の会員と同じように見て，感じて，考え，行

動するようにしている，と信じている人もい

ます」とウークトドルフ長老は言います。

「これは，すべての人がその兄弟と異な

るように……創造した神の知恵に反し

ます。……

この多様性を利用して，主の弟子を高

め，強めるために，わたしたちの才能を伸ば

して使うよう互いに励まし合うときに，教会は力

強く成長するのです。」9

神がわたしたちを愛しておられるようにわた

したちが人々を愛するためには，神が御覧にな

るように人々を見るよう努力しなければなりま

せん。トーマス・S・モンソン大管長（1927－

2018 年）はこう教えました。「現在の姿を見る

のではなく，人が将来なり得る姿を見る力を養わ

なくてはなりません。」10  わたしたちは，神が御覧

になるように人々を見ることができるように祈

り求めることができます。相手の潜在能力を念

頭において接するとき，その人は期待にこたえ

て真価を発揮する可能性が高くなるのです。11
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相手に仕える

仕える相手の必要に敏感になり，その人が困っているときも，た

だ，あなたが心にかけていることを伝えるためにも，進んで自分の

時間や才能を提供してください。そばにいて，非常時や病気，緊急

を要する状況にある相手を慰め，支援し，必要な助けをもたらすこ

とができます。ところが多くの場合，わたしたちは受け身になりが

ちです。神はわたしたちが作用される者ではなく，作用する者と

なることができるように選択の自由を授けてくださいました

（2 ニーファイ 2：14 参照）。使徒ヨハネは，わたしたちが神

を愛するのは，神がまずわたしたちを愛してくださったからで

あると教えましたが（1ヨハネ 4：19 参照），人々がわたした

ちの奉仕の行いを通して，わたしたちの心からの愛を感じると

き，彼らの心は和らげられ，愛

と信頼が増し加えられるの

です。12  そのようにして，思

いやりのある行為はます

ます向上していき，良い関

係を築くことができます。■

注
 1. シャロン・ユーバンク「人道支援活動は友好関係に基づいて行われるべきで

あると語るシャロン・ユーバンク」www.mormonnews.jp にて引用
 2. 「ミニスタリングの原則：思いやりをもって手を差し伸べる」『リアホナ』

2018 年 7 月号，6 － 9 参照
 3. ディーター・F・ウークトドルフ「最も大切な事柄について」『リアホナ』

2010 年 11 月号，22 参照
 4. ディーター・F・ウークトドルフ「最も大切な事柄について」22 参照
 5. エズラ・タフト・ベンソン「教会のホームティーチャーへ」『聖徒の道』

1987 年 7 月号，54 参照
 6. See Charles A. Wilkinson and Lauren H. Grill, “Expressing Affection: A 

Vocabulary of Loving Messages,” in Making Connections: Readings in 
Relational Communication , ed. Kathleen M. Galvin, 5th ed.（2011），
164 －73

 7. リチャード・G・スコット「結婚がもたらす永遠の祝福」『リアホナ』2011 年
5 月号，96 参照

 8. 「ミニスタリングの原則：聞き上手になる 5 つのヒント」『リアホナ』2018 年
6 月号，6 － 9 参照

 9. ディーター・F・ウークトドルフ「4 つの称号」『リアホナ』2013 年 5 月号，
59 参照

 10. トーマス・S・モンソン「人が将来なり得る姿を見る」『リアホナ』2012 年
11 月号，68

 11. See Terence R. Mitchell and Denise Daniels, “Motivation,” in Handbook 
of Psychology, vol. 12, ed. Walter C. Borman and others （2003），229

 12. See Edward J. Lawler, Rebecca Ford, and Michael D. Large, “Unilateral 
Initiatives as a Conf lict Resolution Strategy,” Social Psychology 
Quarterly, vol. 62, no. 3 （Sept. 1999）， 240 － 56

ミニスタリング―救い主のように行う
イエス・キリストは，弟子たちと意義深い関係を築かれました（ヨハネ

11：5 参照）。主は弟子たちを御存じで（ヨハネ1：47－ 48 参照），彼ら
とともに時間を過ごし（ルカ 24：13 － 31 参照），うわべだけではないや
り取りをされました（ヨハネ15：15 参照）。主は弟子たちの相違点を大切
にし（マタイ 9：10 参照），彼らの潜在能力を見ておられました（ヨハネ
17：23 参照）。あらゆるものの主であられたにもかかわらず，御自身が来
たのは仕えられるためではなく，仕えるためであると言って，すべての人に仕
えられました（マルコ10：42 － 45 参照）。

仕えるように召された相手と堅固な関係を築くために， 
あなたは何をしますか。
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最近，オハイオ州カートランドを訪れる機会がありました。回復に関する数多く
のすばらしい出来事があったその歴史的な地で，訪問者たちは，この大いな
る末日の業の基礎を据えた勇敢な男女の信仰と遺産について思い巡らすよう

に勧められます。カートランドの時代はかつてない発展と霊的な高揚が見られた時期で
したが，当時の聖徒のほとんどは，非常に貧しく，不安定な状況で暮らしていました。彼
らは，イエス・キリストと預言者ジョセフ・スミスに従い，しばしば豊かな農場や安定し
た仕事など，すべてを犠牲にしていました。

わたしはその神聖な場所を歩きながら，カートランドの当時の貧困と，教会と何世代も
続く多くの教会員の，現在の相対的な繁栄との大きな差異をつくづくと考えざるを得ませ
んでした。主は御自分の教会と末日聖徒を何と祝福してくださっていることでしょう。

このように物質的な祝福が豊かに与えられているのは，神がしばしば繰り返し述べら
れた次の約束に基づいています。「あなたがたはわたしの命令を守るかぎり地に栄え
る。」1

この約束はモルモン書の話と教えの中心となるもので，18 の異なる節に見られ，モル
モン書の 15 書のうちの 7 書に述べられています。これらの聖句に述べられている繁栄
の祝福は，おもに霊的な事柄に関するものですが，神の民が経済的発展を享受し，そし
て物質的に自立する能力もそれに含まれて
います。

注目すべきことに，物質的繁栄は，主の
預言者を通して，主から啓示されて末日聖
徒の日常生活と文化の一部となっている，
幾つかの基本的な原則を忠実に守ること
により与えられているのです。これらの原

教会の指導者として，わたしたちは， 

適切かつ主に喜んでいただける方法で 

神聖な什分の一と献金を使用するという 

大きな責任をいつも感じています。

教会の 
財政的自立 

をもたらす霊的な基盤

管理ビショップ
ジェラルド・コセー 
ビショップ
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則として，什分の一の律法，断食の律法，また教育，雇用，
自立の必要性などが挙げられます。教会員は，収入の範囲
内で生活し，不必要な負債を避け，また食料貯蔵や預貯金
を含む物質的な蓄えを増して将来に備えるようにとも勧告さ
れています。

これらの物質的な原則について会員に教えながら，教会
指導者は，教会全体に対し，大きな規模でそれらの原則を
実施してきました。教会の財務と運用の方針に従って，教会
は，教会員に教える教義と教えをそのまま実践しています。
これから，これらの原則の 4 つについて述べます。

第1の原則：什分の一の律法
1838 年 7 月 8 日にジョセフ・スミスに与えられた啓示の

中で，主は，「このように什分の一を納めた者は，毎年彼ら
の得る全利益の十分の一を納める」と述べておられます。
またこの特別な指示は，すべての聖徒にあてられたもので，

「とこしえに彼らにとっての永続的な律法」になるとも説明さ
れています。2

什分の一の律法が，その日に，主からの戒めとして，また
イスラエルの民が過去に守っていた神の律法の回復として与
えられたのです。それは，主が御自分の民と交わされた聖
約のしるしでした。その聖約とは，主の民がそれに忠実であ
り続けるときに，主は霊的にも物質的にも祝福してくださる
というものです。今日，什分の一の律法は，住んでいる場所
や社会的地位，物理的環境にかかわりなく，末日聖徒にとっ
て必須の慣行として続いています。それはまた，教会の財政
を安定させる基盤でもあります。

管理ビショップリックに召されて以来，わたしは，この律
法に従って生活する教会員の信仰と誠実さにいつも感動し
続けています。什分の一がなければ，教会はその神聖な使
命を果たすことができないでしょう。ゴードン・B・ヒンク
レー大管長（1910 －2008 年）は，忘れられない総大会の
説教の中で次のように述べています。「わたしは什分の
一の律法に心から感謝しています。それは繰り返し繰り返
し行われる奇跡です。それは人々の信仰により成り立って
います。それは神の王国の御業の財政を確かなものとする
ための主の計画です。」3

1838 年のその同じ日に，ジョセフは，もう一つ啓示を受け
ました。その啓示の中で，主は，什分の一の使用の承認と
管理をどうすべきかを明確にされました。主は次のように断

言しておられます。「わたしの教会の大管長会と，ビショッ
プとその評議会，ならびにわたしの高等評議会により構成さ
れる評議会によって，また彼らへのわたし自身の声によって，
それ〔は〕配分されるべき〔である。〕」4  この啓示で言及さ
れている「ビショップとその評議会」および「わたしの高等
評議会」は，今日，それぞれ管理ビショップリックおよび
十二使徒定員会という名で呼ばれています。

現在，教義と聖約第 120 章に含まれているこれらの指示
は，細心の注意を払って継続的に実施されています。毎年
12 月の第一金曜日に，大管長会と十二使徒定員会，ならび
に管理ビショップリックは，一堂に会して，翌年に見込まれる
什分の一と献金からの教会の神聖な資金の配分を検討し，
承認します。このような評議会を開くことにより，協議と啓
示，全会一致の精神をもって決断を下すようにしています。

教会の指導者として，わたしたちは，適切かつ主に喜んで
いただける方法で神聖な什分の一と献金を使用するという
大きな責任をいつも感じています。十二使徒定員会のデビッ
ド・A・ベドナー長老が非常に的確に述べています。「わた
したちはやもめのレプタがどれほど神聖なものかを痛感して
います。」5  ヒンクレー大管長はさらにこう付け加えています。
「教会が忠実な教会員から受け取るお金は神聖なもので

教会所有の農園の近くに住んでいる会員たちは，果実や野菜を収穫するボ
ランティア活動に携わる機会があります。教会の農園の農産物は，缶詰工
場やビショップの倉に運ばれ，助けを必要としている会員を助けるために使
用されます。
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す。それは主に属するものです。……わたしたちが管理責
任を負っている基金は，神聖な義務を伴うものであり，人々
からささげられた神聖なものとして，完全な正直さと誠実さ
をもって，また細心の注意をもって取り扱うべきものです。

わたしたちはこれらのささげ物をされる皆さんに対して，
非常に大きな責任を感じています。また，これらのお金の真
の所有者であられる主に対しても，さらに大きな責任を感じ
ています。」6

この教会は金融機関や営利企業ではありません。イエ
ス・キリストの教会です。この教会には，主御自身が定めら
れた以外の目的はありません。その目的はすなわち，「キリ
ストのもとに来て，キリストによって完全に」なるようすべて
の人を招くことです。7  「イエス・キリストの福音に従って生活
するよう会員を助けることや，伝道活動を通じてイスラエルを
集めること，貧しい人や助けの必要な人の世話をすること，
神殿を建設し，身代わりの儀式を行うことによって死者が救
いを得られるようにすること」によってそれを行うのです。8

方針によって，神聖な什分の一基金は，教会の霊的かつ
宗教的使命を支えるために承認され，用いられます。次の
6 つの主要な分野を支えるために使用されます。（1）全世
界の 30,000 を超えるワード／支部に礼拝の場所を提供し，
それを保持すること。（2）教会の福祉プログラムと人道支
援プログラムを運営すること。 2017 年に 2,700 を超えるプ
ロジェクトに取り組みました。（3）教会の学校，大学，セミ
ナリー・インスティテュートなど，教育プログラムを提供する

こと。（4）420 の伝道部と，およそ 70,000 人の宣教師が
必要とするリソースを含む，全世界の伝道活動を支援するこ
と。（5）神殿を建設すること，全世界のおよそ 160 の神殿
と今後建てられる神殿を運営すること，および広範囲に及
ぶ家族歴史と記録保存プログラムを運営すること。（6）教
会の一般的な管理運営を支援すること。

わたしは什分の一の律法に感謝しています。教会にとっ
て，また教会員の各人にとって，それは霊的と物質的の両方
で祝福の源です。

第2の原則：自立
個人の選択の自由は，神の最も大いなる賜物の一つです。

それは，わたしたちの地上での進歩と永遠での救いにとっ
て不可欠のものです。物質的にも霊的にも自立することに
よって，神の子供たちは，自分で選択し，その結果として創
造の目的を達成する能力を増すのです。

したがって，わたしたちの神権時代の預言者たちが，努め
て自立するよう教会員に絶えず勧めてきたことは，驚くに当
たりません。ヒンクレー大管長の次の言葉は，特にそれを
はっきり告げています。
「皆さんに強く申し上げたいのは，家計の状態をよく調べ

て支出を抑えることであり，購買欲を抑えて，借り入れをで
きるだけ避けるということです。負債はできるだけ早く返済
して，束縛から逃れてください。

わたしたちが信じているこの福音には実務面が含まれて
います。神の祝福を受けて皆さんの家が秩序の家となりま
すように。借金を返済し，蓄えがあれば，それがたとえ少額
であっても，嵐が襲ったときの避難場所が自分の〔家族〕に
はあり，心には平安が訪れます。」9

ラッセル・M・ネルソン大管長も次のように語って，自立
のもたらす祝福について強調しています。「真剣に働くこと
で，聖徒は自分が何者であり，自分の永遠の価値は何であ
るか，新たに理解できるようになります。義，自立，倹約，勤
勉などが個人的な目標となります。これらの特質は生活を
変えます。」10

家庭での賢明な予算編成によって個々の会員や家族が自
立心を維持できるのと同じように，堅実な財政管理は，教会
が独自の運営を行ううえで，きわめて重要です。これは，
ジョセフ・スミスを通して与えられた，「〔主の〕摂理によっ
て，教会〔は〕日の栄えの世界の下にある他のすべての造ら

2016 年 7 月，LDS 慈善事業団は，インドのカリームナガルで 280 台の
車椅子と三輪自転車を寄贈しました。 2001 年以降，LDS 慈善事業団に
よる車椅子の寄贈台数は，133 か国で 50 万台を超えています。
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れたものの上で自立する」ようにという神の指示に従うもの
です。11

この摂理はわたしたちの時代には特に明らかです。教会
は財政的に完全に自立しており，いかなる負債もなく教会の
使命を果たすことができるという事実を，わたしたちは喜ん
でいます。ヒンクレー大管長が述べたように，「やっていくこ
とができなければ，プログラムを縮小します。……借り入れ
はしません。」12

財政管理の方針は，教会指導者によって定められており，
年間予算を組むことと経費を割り当てることに慎重に適用さ
れています。これらの方針の中に，次の二つの簡潔かつ明
確な原則があります。

• 第 1 に，総支出は予測される収入を超えない。
• 第 2 に，運営経費の予算は，今後予想される什分の

一献金の増加よりも早いペースで毎年増やすことはし
ない。

第 3の原則：将来に備えた生活
教会員は，人間の行為と自然の猛威の両方が原因で生じ

ている災いの時代に自分たちが生きているという事実に気
づいています。終わりの時代についての預言は明らかであ
り，将来起こる可能性のある飢饉，災害，不況，そのほか予
測できない逆境のためであるかどうかを問わず，将来のため
に備えるのは非常に賢明なことです。教会指導者は会員た
ちに，余分の水や基礎食品，医薬品，衣類，そのほか非常時
に必要な物品など，家庭貯蔵を行うことにより将来に備えて
生活するようしばしば勧告してきました。次のような勧告も
与えられています。「収入の一部を定期的に貯金すること
で，少しずつ経済的な貯えを築くべきである。」13

物質的な備えに関するこの同じ原則は，教会の中央レベ
ルにも適用されています。例えば，穀物サイロ〔訳注：穀物
などを貯蔵する塔状の倉庫〕と非常時の基本的生活必需品
に満たされた倉庫が，北アメリカの至る所に設けられていま
す。教会はまた，将来必要となるときに備えて，毎年教会の
資金の一部を取りのけておくという慣行に秩序をもって従っ
ています。

その場合，取りのける金銭は教会の運用準備金に加えら
れます。そして，株式と債券，課税対象企業（その一部は教
会初期のユタ時代から）の過半数株式，商業用不動産，産
業用不動産，住宅用不動産，農業に投資されます。教会の

準備金は，職員と外部アドバイザーから成る専門グループに
よって運用されます。リスクは，賢明かつ堅実な管理と現代
の資産運用の原則に従って分散されています。

タラントのたとえの中で，報告することを僕たちにお求め
になった主は，自分に託されたお金を運用しないでその代わ
りにそのお金を地の中に隠しておいた僕を叱責されました。
主は，妥当な利益を得るためにそのお金を運用しなかったこ
とで，その僕を「悪い怠惰な僕」と呼ばれました。14  この霊
的な原則に従って，教会の準備金は，非生産的な銀行預金
口座に入れたままにしておくことをせず，利益を生み出すと
ころに用いられます。

これらの投資された資金は，教会の使命とプログラム，な
らびに運営を支障なく継続できるように，また非常時の財
政的必要を満たせるように，苦難に遭ったときに使用するこ
とができるのです。その資金はまた，主の再臨に備える教
会の使命を支援する追加の財源を提供するためにも必要と
されるものです。イエス・キリストの福音が教えられ，教会

会員は地元の家族歴史センターで家族写真を保存する助けを受けること
ができます。什分の一の献金は，教会の世界各地の家族歴史活動に資金を
提供するのに役立っています。
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が地上のすべての国に設けられるという預言が成就するよ
うに，教会の発展を支えるのに助けとなる資金です。この
発展の大きな部分が世界の発展途上で人口の多い国で起
こるであろうと，わたしたちは予測しています。数千の集会
所，さらなる神殿，そのほか教会員がどこにいても彼らに祝
福をもたらすのに必須の資産を提供するために，財力を増し
加え続けることが必要となります。要するに，これらの資金
はすべて，神が定められた教会の使命を支えるためのもの
であって，それ以外の目的はないのです。

第 4の原則：主御自身の方法で
パウロはコリントの聖徒たちに警告してこう述べました。

「信仰が人の知恵によらないで，神の力によるものとなるため
であった。」15  わたしは教会の管理ビショップリックで奉仕
するように召されたとき，この原則の重要性をさらによく理
解するようになりました。

わたしたちはビショップリックとして，個人の経歴と経験，
専門分野を用いて，問題の研究のために共に協議します。
しかし，最終的には，祈りの精神をもって，主の御心につい
ての啓示を絶えず求めながら決断を下します。マクロ経済
指標と財務分析のような事柄を考慮しながら，最終目標は，
主の計画を実行し，キリストのもとに来るようにすべての人
を招くという教会の神聖な使命を遂行するという責任を果
たすことです。この目標は，霊感と神権の力によってのみ達
成し，満たせるのです。主御自身の方法で物事を行うよう指
示されているこの召しによって，わたしは，毎日毎日，へりく
だった気持ちに満たされています。

まとめ
時折，今日の教会を，力強い繁栄している組織だと評する

人々がいます。それは真実かもしれません。しかし，教会の
強さはその建物の数や美しさ，あるいはその持ち株や不動
産の所有数でのみ測ることはできません。ヒンクレー大管
長がかつて述べたように，「つまるところ，教会の唯一の真
の富は教会員の信仰にあります。」16  教会を理解する鍵は，

「それを世界的規模の組織として見ることではなく，キリスト
に従い，互いと隣人を心にかける，世界各地にある何千もの
ワードや支部の何百万人もの忠実な会員として見ることで
す。」17

言い換えれば，教会では人がすべてなのです。共通の信

仰と聖約によって結ばれている個々の会員がすべてなので
す。会員たちが教会の強さであり，将来です。わたしは，什
分の一の律法，自立，将来に備えた生活，主御自身の方法
で聖徒たちに必要なものを与えることに関して，回復の初期
の時代に主から与えられた啓示に心から感謝しています。
わたしは証します。これらの原則は，教会員とその家族，ま
た教会の全体に対して，大いなる霊的な祝福と物理的な祝
福の源です。これらの原則は，わたしたちが進む道を指し
示し，また救い主が戻ってこられるときまで教会の使命を支
援し続けることでしょう。■
2018 年 3 月 2 日にブリガム・ヤング大学で行われた 2018 年教会歴史シンポジウ
ムで の 説 教“Financing Faith: The Intersection of Business and Religion”

（「資金を提供する信仰―ビジネスと宗教の接点」）から。

注
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 2. 教義と聖約 119：4
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 4. 教義と聖約 120：1
 5. デビッド・A・ベドナー「天の窓」

『リアホナ』2013 年 11 月号，20
 6. ゴードン・B・ヒンクレー「行いの

伴った末日聖徒」『聖徒の道』1998 
年 1 月号，99

 7. モロナイ10：32
 8. 『手引き　第 2 部―教会の管理

運営』（2010 年）2.2
 9. ゴードン・B・ヒンクレー「若い兄弟
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 12. ゴードン・B・ヒンクレー「若い兄弟

たちに，そして成人の兄弟たちに」
『リアホナ』1999 年 1 月号，62 参照

 13. 『手引き　第 2 部』6.1.1
 14. マタイ25：14 －30 参照
 15. 1コリント2：5
 16. ゴードン・B・ヒンクレー「教会の現

状」『聖徒の道』1991 年 7 月号，56 
参照

 17. “ The Church and Its Financial 
Independence, ” July 12 , 2012 , 
mormonnewsroom.org.
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わたしは科学の分野で大きな貢
献をしたいとずっと思っていま

した。ブリガム・ヤング大学ハワイ校
の学部生だったころ，生徒指導にとて
も熱心なダグラス・オバ博士の手ほど
きで分子生物学とバイオテクノロジー
の世界に導かれ，この分野での訓練
もオバ博士から受けました。夏のイン
ターンシップで，アメリカ合衆国ユタ
州プロボにあるブリガム・ヤング大学
の分子生物学研究所で働く機会にま
であずかったのです。
本国のフィリピンに帰ると，フィリピ
ン大学のDNA分析研究所で職を得
ました。研究所ではいろいろなコミュ
ニティープロジェクトで働き，研修や
会議に出席し，わたしの書いた専門
記事は地元の学会でも海外の学会で
も評価されました。大学院にも進学し
ました。新しい仕事はやりがいがあり
ました。
2 年働いた後，わたしは幼なじみと

神殿で結婚しました。その後しばらく
して最初の子供が生まれると，初めて
わたしは悩むようになりました。どう
やりくりをしたらいいのか分かりませ
んでした。赤ん坊の世話をし，夫と過

ごす時間を取りながら，大学院の授業
を受け，職場でプロジェクトや論文に
取り組み，教会の召しも果たさなけれ
ばならなかったのです。この悩みに
ついて話すと，夫は仕事を辞めること
を考えたらどうかと，優しくアドバイス
してくれました。このアドバイスに
一理あることは分かりましたが，わた
しにはまだ，仕事を辞める覚悟ができ
ていませんでした。
2 番目の子供を妊娠したとき，わた

しは切迫早産のため絶対安静を命じ
られました。ついに何もできなくなっ
たと観念しました。自分と家族にとっ
て最善の選択をしなければならない
ことは分かっていました。よく考えて
祈った後に，わたしは研究所の仕事を
辞めてすべての時間を子供に注ぐこ
とにしたのです。
それまでずっと自分は母親になるも
のと思ってきましたが，それがどれほ
どの犠牲が求められるものなのかは
分かっていませんでした。できるかぎ
り前向きに考えようとしたのですが，
仕事も大学院の勉強も中途半端に
なってしまったことを残念に思うこと
が何度もありました。母親としての務

賢く気高い母親に 
なる努力
リリアン・パガデュアンビラマー

わ た し た ち の 家 庭 ， わ た し た ち の 家 族

わたしは母親の務めに目的意識を持てず，悩んでいました。そんなときに，昔の日記を読んで考え方が変わったのです。

めを全身全霊で果たすために霊的
な力を与えてくださるよう，天の御父
に祈りました。夫はわたしの悩みに
辛抱強く耳を傾けてくれました。そし
て，考えたことや感じたことを日記に
書くといいと言ってくれたのです。日
記は忙しさにかまけてしばらく書けな
いでいました。
ある日，子供たちが寝ている間に，
自分の昔の日記を読むことにしまし
た。読んでみて驚いたのは，自分が
青少年の時期もヤングアダルトになっ
てからも，一貫して母親になるという
大きな望みについて書いていたことで
した。特に印象に残ったのはこんな
言葉です。「学業も霊的な学習も
一生懸命にやって力をつけ，子供たち
の賢く気高いお母さんになりたい。」
まさにわたしがいちばん必要として
いた言葉でした。自分が家族にとっ
て正しい選択をしたことを御霊が証す
るのを感じました。それまで受けてき
た教育や職場での経験が，自分のた
めだけでなく，子供たちのためにもな
ることに気づきました。わたしは新た
な証を得，母親の務めを永遠の観点か
ら見ることができるようになりました。
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わたしは 5 年間，母親として家で子
育てをしました。後に，子供たちが少
し大きくなってから，わたしは大学院
の課程を修了して職場に戻りました。
限られた時間をうまくやりくりして職
場と家庭と教会で自分の務めを果た
すことを，わたしは今でも学んでいま
すが，すべては主の助けがあってこそ
うまくいくのだということが分かりま

霊感に基づく 
選択

「主の御心が分かった
ら，信仰をもって前進し
て，自分の目的を果た

してください。ある姉妹は，霊感を受けて
さらに上の学校に行き，医学部に進学して
患者に大きな影響を与え，医学の研究を発
展させるかもしれません。また，別の姉妹
は，奨学金を受けて権威ある教育機関で学
ぶのではなく，現代のその世代にしては早
い時期に，霊感を受けて家庭に入り，永遠
に続く大きな影響を子供たちに与えること
ができるようにするかもしれません。

同じ基本的な疑問に対して，同じように
忠実な二人の女性が，このようにまったく
違った導きを受けることなどあるのでしょ
うか。確かにあるのです。何が正しいかは
人によって異なります。わたしたちが互い
の選択やそうした選択に至った事情につい
て疑問をはさむべきではないことが非常に
大切なのは，こういった理由からです。」
M・ラッセル・バラード 
十二使徒定員会会長代理 

“ Women of Dedication, Faith, Determination, 
and Action”(Brigham Young University 
Women’s Conference address, May 1, 
2015), 4, womensconference.byu.edu.
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す。わたしは引き続き「人生という研
究所」で価値ある経験をして，母親の
務めに喜びと目的を見いだしていま
す。■

筆者はフィリピン，メトロマニラ在住です。
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 20 17 年 4 月に，わたしたちは，同年 5 月 21日の奉献に先立ってフランス・
パリ神殿の一般公開を手伝う機会がありました。神殿の敷地内には，美
しいクリスタス像があります。デンマークの彫刻家ベルテル・トルバルセ

ンが 1838 年に制作したオリジナルの名作を複製したものです。この像は庭で人の目を
引き，訪れるすべての人にイエス・キリストを信じるわたしたちの信仰を宣言しています。
その威厳と大きさ，背景は人の心を捉えます。訪れる人々はこの復活された主の像に引
き付けられ，立ち止まってよく写真を撮ろうとします｡

その像はしばしばクリスタス・コンソロールと呼ばれます。コンソロールとは，「慰めを
与える方」という意味です。1  コンソール（console）には，悲しむときや落胆するときに
人を慰める，ほかの人に慰めを与える，理解を示す，同情する，あるいは思いやりを示す
という意味があります。2  このクリスタス（キリスト像）は，救い主のこの神聖な特質を
わたしたちに伝えてくれます。

クリスタス・コンソロール のオリジナル像は，デンマーク，コペンハーゲンのVor 
Frue Kirke（聖母教会）にあります。そのクリスタスは十二使徒の像に囲まれて，円柱
のあるアルコーブ（訳注：壁面の一部をくぼませて作った空間）の中にあります。その

デール・G・レンランド長老と 
ルース・L・レンランド姉妹
レンランド長老は 
十二使徒定員会会員です

聖餐という 
すばらしい賜物

聖餐を受け，救い主を思い起こすときに， 
自分が新たな者になれるように祈ってください。
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像の上部と下部に，聖書の中のよく知られた節の刻文があり
ます。

二つの円柱の上部の梁の最上部には，デンマーク語で次
のような言葉が刻まれています。「DENNE ER MIN SØN 
DEN ELSKELIGE HØRER HAM」，つまり「これはわた
しの愛する子である。これに聞け」という意味です。

これは，イエスがある山でペテロとヤコブ，ヨハネの前で
変貌されたときに天の父なる神により告げられた言葉です。 
その節の全文はこうです。「すると，雲がわき起って彼らを
おおった。そして，その雲の中から声があった，『これはわ
たしの愛する子である。これに聞け』。」（マルコ 9：7） 

また， クリスタス・コンソロール が立っている台座には，
デンマーク語で次の言葉があります。「KOMMER TIL 
MIG.」すなわち，「わたしのもとにきなさい」です。救い主
が語られたすべての言葉の中で，「わたしのもとにきなさい」
という言葉以上に，人に呼びかける力のある重要な言葉はあ
りません。

その節の全文はこうです。「すべて重荷を負うて苦労して

いる者は，わたしのもとにきなさい。あなたがたを休ませて
あげよう。」（マタイ 11：28）

独り子に聞くようにという御父の招きと，御自分のもとに
来るようにという御子の招きの両方の言葉が， クリスタス・
コンソロールのオリジナル像に添えられています。その両方
が完全に一つとなって，聞き，そして来るようすべての人を招
いています。

これが天の家に帰る方法なのです。「わたしたちは，キリ
ストの贖罪により，全人類は福音の律法と儀式に従うことに
よって救われ得ると信じる。」（信仰箇条 1：3）人はそれぞ
れ，回復された福音を受け入れることによってのみ，十分に
イエス・キリストのもとに来ることができます。わたしたち
は，「イエス・キリストとキリストの贖いを信じる信仰，悔い
改め，バプテスマ，聖霊の賜物を受けること，最後まで堪え
忍ぶことを通して，……回復された福音を受け入れ」ます。3

キリストの教義
これが御父と御子の統一のメッセージです。天の御父の

デンマーク，コペンハーゲンの聖母教会にあるクリスタス・コンソロール
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すべての子供がキリストの教義に従うことを御二方は望ん
でおられます。ところで，誤解がないよう一応断っておきま
すが，「キリストの教義」という言葉はキリストの福音と同じ
意味です。

キリストの教義に関して御父と御子のメッセージが一致し
ていることを強調するため，上の表を見てください。

ここに挙げた章（2 ニーファイ 31 章；3 ニーファイ9 章；
3 ニーファイ 11 章；3 ニーファイ 27 章）にはキリストの教義
が含まれていることが分かります。これらの章では，信仰，
悔い改め，バプテスマ，聖霊，ならびに最後まで堪え忍ぶこ
とが度々述べられています。右の数字は，それぞれが述べ
られている回数〔訳注：言葉の数だけでなく，概念も含む
数〕を集計したものです。見て分かるように，信仰が 8 回，
悔い改めが 16 回，バプテスマが 26 回，聖霊が 17 回，最後
まで堪え忍ぶことが 6 回です。

しかし意外かもしれませんが，これらの章には御父のこと
が何度も述べられていることも分かります。実に具体的に
言えば，御父のことはバプテスマよりもはるかに多く，64 回
述べられています。4  このことから，キリストの教義は御父と

御子の御二方の教義であることが分かります。
さらに幾つか，御父についてもっと詳しく見てみましょう。

「御父は言われた。『悔い改めよ。悔い改めよ。わたし
の愛する子の名によってバプテスマを受けよ。』

また，御子の声がわたしに聞こえて言われた。『父は，わ
たしの名によってバプテスマを受ける者に，わたしに授けて
くださったと同じように聖霊を授けてくださる。それゆえ，
わたしに従い，わたしが行うのを見たそのことを，あなたが
たも行いなさい。』……

わたしはまた，御父がこう言われる声を聞いた。『まこと
に，わたしの愛する者の言葉は真実であり，確かである。最
後まで堪え忍ぶ者は救われる。』」（2 ニーファイ 31：11－
12 ，15）

御父と御子と聖霊は，これが唯一の道であることを証して
おられます。

マタイの言葉をそのまま繰り返して，御父と御子は，キリス
トのもとに来て，キリストのくびきを負うようわたしたちに告
げておられます。わたしたちが負っている重荷は軽くされ，
そして休みが与えられるからです。わたしたちは皆，重荷を
負っています。罪，悲しみ，依存症，病気，罪悪感，あるい
は恥という重荷を負っているかもしれません。これらの難し
い状況の中で，キリストに頼ることにより，癒しと希望と慰め
がもたらされます。

キリストの教義―信仰と悔い改め，バプテスマ，聖霊の
賜物―は，1 回だけ経験するよう意図されているもので
はありません。わたしたちの神学では，わたしたちは，キリ
ストの教義と功徳に繰り返し「ひたすら頼〔る〕」ことによっ
て完全になると教えられています（2 ニーファイ 31：19）。
すなわち，生涯にわたってキリストの教義に従う歩みを繰り
返すということです。前の一歩に次の一歩を積み重ねなが
ら進み，何度も何度も経験するよう意図されているのです。

信仰を働かせると，信仰はさらに強くなります。絶えず悔
い改めようと努力するときに，わたしたちは成長します。自
ら努力することによって，時折，聖霊を受ける経験をする状
態から，聖霊を常に伴侶とする状態へと進歩することがで
きます。さらに，人生を歩みながら，イエス・キリストの特質
について学び，その同じ特質を伸ばすことができるのです。5  

イエス・キリストのような者になるにつれて，わたしたちは心
が変わり，最後まで堪え忍ぶことができるようになります

信　仰 1 2 4 1 8

悔い改め 5 4 4 3 16

バプテスマ 10 0 13 3 26

聖　霊 8 2 6 1 17

堪え忍ぶ 3 0 0 3 6

御父（または父） 14 5 20 25 64
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（例として，2 ニーファイ 31：2 －21；3 ニーファイ 11：23 －
31；27：13 －21；モロナイ4：3；5：2；6：6；教義と聖約
20：77，79；59：8 － 9 参照）。

キリストの教義のすべての段階を生涯にわたって繰り返
し，積み重ねるにはどうすればよいかは，簡単に分かります。
しかし，バプテスマについてはどうでしょうか。結局のとこ
ろ，自分のバプテスマは一度受けるだけです。

主の晩餐の聖餐
この疑問に答えるために，十二使徒定員会のジェームズ・

E・タルメージ長老によるThe Articles of Faith（『信仰箇
条』）という神学の名著をひも解いてみましょう。この書は
1899 年に初版が発行され，これを読んで研究する何世代に
もわたる人々の，教会と教会の基本的な教えに関する疑問
に答えを与えてきました。

目次を見ると，序章は別として，各章が 13 条にわたる信
仰箇条の各条項に対応していることが分かります。6  複数の
章にわたって述べている条項もありますが，どの章も，信仰
箇条の一つの条項に関連した内容を扱っています。

興味深いことに，“The Sacrament of the Lord’s Supper”
（「主の晩餐の聖餐」）という題の第 9 章は，聖霊に関する章
のすぐ後にあります。7  タルメージ長老はそれを信仰箇条第

4 条と関連付けています。
第 9 章の初めに，タルメージ長老は次のように書いていま

す。「信仰箇条の第 4 条で詳説したように，福音の原則と儀
式について研究する過程で，主の晩餐の聖餐のテーマは，き
わめて注目に値するものである。信仰と悔い改め，水と聖霊
によるバプテスマの必要条件に従うことによってキリストの
教会の会員になったすべての人には，この儀式を守ることが
求められるからである。」8

この言葉を考えると，タルメージ長老が聖餐を信仰箇条
第 4 条と関連付けた理由が分かります。聖餐は，教会の会
員に確認された後，すべての人が次に必要とする儀式です。

聖餐は，メルキゼデク神権を受けた後，男性が次に必要
とする儀式です。

聖餐は，神殿でエンダウメントを受けた後，個人が次に必
要とする儀式です。

聖餐は，結び固めを受けた後，夫婦が次に必要とする儀
式です。

聖餐は，わたしたちが次に必要とする儀式です。聖餐は，
イエス・キリストを信じる信仰を持ち，罪を悔い改め，生活
の中で聖霊の影響力を感じるための鍵です。それがバプテ
スマの聖約と祝福を新たにするメカニズムです。
『手引き　第 2 部』には次のように述べられています。
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「教会員はしばしば集まって，いつも救い主を覚え，バプテス
マの聖約と祝福を新たにするために聖餐を受けるよう命じ
られている。」9  では，「どのような祝福があるのですか」と
疑問に感じるかもしれません。確かに，聖なる御霊が継続
的に授けられることは，バプテスマの祝福です。しかし，最
もすばらしい祝福の一つである，バプテスマの清めの効力も
更新されるのでしょうか。

大管長会第一顧問であるダリン・H・オークス管長の次
の言葉について考えてみてください。「わたしたちは罪を悔
い改めて，打ち砕かれた心と悔いる霊をもって主のみもとに
行き，聖餐を受けるように命じられています。……わたした
ちは進んでイエス・キリストの御名を受け，いつも主を覚え，
主の戒めを守ることを証明します。わたしたちがこの聖約に
従うとき，主はバプテスマの清めの効果を新たにしてくださ
います。わたしたちは清められ，いつも主の御霊を受けるこ
とができるのです。」10

しかし，「聖餐は罪の赦しを受ける特有の手段として定め
られたのではない」ことに注意してください。11  言い換えれ
ば，土曜日の夜に故意に罪を犯して，日曜日に一切れのパン
を取り，少しの水を飲んで奇跡的に赦されると期待すること
はできないということです。悔い改めは，深い後悔と罪を捨
てることとが求められる，もっと入り組んだプロセスです。
悔い改めることを計算したうえでの背きは，救い主が忌み嫌
われる行為です。

ふさわしい状態で聖餐を受けるとき，わたしたちはイエ
ス・キリストの清めの力にあずかる資格があります。12  これ
が「世の汚れに染まら〔ない〕」ように自分自身を保つ方法
です（教義と聖約 59：9）。末日聖徒がキリストの教義を繰
り返し実践しながら，進歩して完全な者になっていく過程
で，主の晩餐の聖餐がバプテスマの次にくるのは，理にか
なっています。

わたしたちは，聖餐がバプテスマと聖霊を受けることに続
く儀式とされている，この道に従わなければなりません。聖
餐を受ける準備として必要なのが，事前の計画と注意です。
教会に駆け込んできたり，礼拝堂で携帯メールを送ったり，
あるいはそのほかのことに心を奪われていたりしていては，
聖餐を霊的な経験とすることは期待できません。

ですから，早目に教会に来てください。聖餐の賛美歌が
始まったら，救い主と主の贖罪，主の愛，主の思いやりに考

えを集中するようにしてください。聖餐を受け，救い主を思
い起こすときに，自分が新たな者になれるように祈ってくだ
さい。

ルワンダで学んだ教訓
1994 年にルワンダで恐ろしい集団虐殺がありました。

60 日から 90 日ほどの間に 60 万から 90 万の人々が殺害さ
れたのです。

後に，教会は首都のキガリに支部を設立しました。その
支部は，専任宣教師がいませんでしたが，順調に機能してい
ました。 2011 年，わたしたちがアフリカ南東地域で奉仕し
ていたとき，残念なことに，ルワンダの国での当教会の登記
は無効であると分かりました。つまり，違法に教会として活
動していたのです。また，教会の集会所として改修した 2 階
建ての建物が，教会の集会を開くことのできる地区内にない
ということも分かりました。地域会長会は，地域を担当する
十二使徒定員会会員と協議し，支部を閉鎖するという苦渋
の決断を下しました。教会員はもう教会の集会のために集
まることができなくなりました。

キガリとソルトレーク・シティーと南アフリカのヨハネスブ
ルグの弁護士たちは，問題を解決するために懸命に働き始
めました。その間，聖徒たちは，いつになったら集会を再開
できるのか尋ね続けました。解決策も進展もないまま数か
月が過ぎました。

およそ 10 か月後，わたしたちは，その聖徒たちを訪問し，
元気づけるために，飛行機でキガリへ行きました。行く前
に，わたしたちは，毎週，大管長会と十二使徒定員会が開く
会議での神殿の祈りのリストにその件を入れてもらうよう依
頼しました。

ヨハネスブルグからキガリへ向かう旅に出発する前の火曜
日に，驚いたことに，ルワンダ政府がキガリにおける教会の
仮登記を認可したという知らせを受け取りました。その後，
その週の木曜日に，区画委員会が区画規制の適用除外を許
可しました。キガリの聖徒たちは，法を犯すことなく教会の
建物で再び集会を開くことができるようになったのです。

これは奇跡的なことでした。会員たちに，日曜日に支部
の集会が行われる旨が直ちに知らされました。わたしたち
は金曜日に到着すると，教会に来るよう会員たちを招きまし
た。日曜日になると，すべての会員―会員の全員―と
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多くの友人たちが教会に来ました。彼らは，再び一緒に集
いたいという思いを強く持ち，早くからやって来ました。聖
餐が祝福されて配られたとき，わたしたちは皆，驚くほどに
新たな，爽やかな，清めの気持ちを経験しました。

毎週，聖餐を受けるときにこの同じ気持ちを感じなかった
のはなぜだろうかとその聖餐会で考えたことを思い出しま
す。わたしたちは聖徒たちを見回して，彼らが聖餐を受ける
ことに飢え渇いていたことに気づきました。彼らの信仰，熱
意，忍耐がわたしたち全員に祝福をもたらしたのです。再
度，聖餐を受けるときにはいつも，キガリの聖徒たちとのこ
の経験を思い出すようにしようと，わたしたちは固く決意しま
した。また，聖餐を受けることに伴う祝福を切に求めようと
も，決意しました。

救い主がニーファイ人の中で聖餐を定められた後，聖餐は
主の岩の上に自分自身を築く鍵であると告げられたことを，
皆さんは思い出すでしょう。救い主は次のように述べておら
れます。
「わたしはあなたがたに，これらのことを行う〔すなわち

聖餐を受ける〕ようにという戒めを与える。あなたがたはい
つもこれらのことを行うならば，わたしの岩の上に建てられ
ているので，幸いである。

しかし，あなたがたの中で，これ以上のこと，あるいはこ
れに及ばないことを行う者は，わたしの岩の上に建てられて
おらず，砂の土台の上に建てられているのである。雨が降
り，洪水が起こり，風が吹いてこれらの者に打ちつけると，
彼らは倒れてしまう。」（3 ニーファイ 18：12 －13）

聖餐は毎週，日曜日にわたしたちが受けるすばらしい賜物
であり，それは，わたしたちが地上で進歩する助けとなるも
のです。聖餐によって，わたしたちはキリストの教義の重要
な要素を経験します。すなわち，それによって，わたしたち
はもっと救い主に近づき，自分の生活の中で救い主の愛と
赦しを経験するのです。わたしたちは，救い主に心を向け
続ける助けとなる，毎週のこの時間に感謝しています。

「ほかでもないわたしのために」
南アフリカのある友人が，どのようにしてこのことに気づい

たか話してくれました。改宗したたばかりのころ，ダイアン
はヨハネスブルグの郊外にある支部に集っていました。ある
日曜日のこと，礼拝堂の構造のせいで，聖餐を配るとき，執

事は彼女の存在に気づきませんでした。ダイアンはがっかり
しましたが，何も言いませんでした。別の会員が，この配り
漏れに気づき，聖餐会が終わった後で，支部会長に伝えまし
た。日曜学校が始まったとき，ダイアンはだれもいない教室
に案内されました。

一人の神権者がその部屋に来て，ひざまずき，パンを祝福
し，一切れのパンを彼女に渡しました。彼女はそれを食べ
ました。その神権者は，もう一度ひざまずくと，水を祝福し，
小さなカップを彼女に渡しました。彼女はそれを飲みまし
た。ダイアンは立て続けに二つの思いを抱きました。一つ
は，「ああ，彼〔神権者〕は，ほかでもないわたしのためにこ
のことを行ってくれた」，もう一つは「ああ，あの御方〔救い
主〕が，ほかでもないわたしのためにこのことを行ってくだ
さった」という思いです。聖餐によって，ダイアンはほかでも
ない自分に対する天の御父の愛を感じたのです。

救い主の犠牲は，ほかでもない自分のために行われたの
だと気づくことによって，彼女は救い主を身近に感じること
ができました。そして，日曜日だけでなく，毎日，その気持ち
を心に留めておきたいという圧倒されるほどの望みが生まれ
ました。会衆の中に座って聖餐を受けてはいても，毎週日
曜日に更新する聖約は個人的なものだということに彼女は
気づきました。聖餐を受けることで，ダイアンは神の愛の力
を感じ，主の御手が自分の生活に差し伸べられていることを
理解し，救い主にさらに近づくことができました。それは今
も続いています。13

モロナイが勧めているように，わたしたちも同じことを勧
めます。
「まことに，キリストのもとに来て，キリストによって完全に

なりなさい。神の御心に添わないものをすべて拒みなさい。
もしあなたがたが神の御心に添わないものをすべて拒み，
勢力と思いと力を尽くして神を愛するならば，神の恵みはあ
なたがたに十分であり，あなたがたは神の恵みにより，キリ
ストによって完全になることができる。そしてあなたがた
は，神の恵みによりキリストによって完全になれば，決して神
の力を否定することができない。

さらにあなたがたは，神の恵みによりキリストによって完
全になり，神の力を否定しなければ，神の恵みによりキリス
トによって聖められる。それはキリストの血が流されたこと
によるものである。キリストの血が流されたのは，あなたが
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たの罪の赦しのために御父が聖約されたことによるもので
あり，それによってあなたがたは染みのない清い者となるの
である。」（モロナイ 10：32 －33）

聖餐をバプテスマと聖霊を受けることに続く儀式と見なし
て，キリストの教義を生活に取り入れるときに，このことが
起こります。このようにして，わたしたちは「人を救う力を備
えておられるこの御方の功徳にひたすら頼〔る〕」ことがで
きるのです（2 ニーファイ 31：19）。わたしたちは聖餐に深
く感謝しています。それによって，救い主がわたしたちのた
めに行ってくださったことを，毎週学び，思い出すことができ
るのです。救い主に深く感謝しています。救い主はほかでも
ないわたしたち一人一人のため贖ってくださったことを知って
いるからです。

救い主がニーファイ人に語られたとき，雨が降り，風が吹
き，洪水が起こると言われました。もしもそのようなことが
あれば，とは言われませんでした。実際に，すべての人が雨
と風と洪水を経験します。しかし，主が言われたように，わ
たしたちが救い主の岩の上に建てられる方法は，聖餐を受
けるときに主に心を向けることです（3 ニーファイ 15：9；
18：1 参照）。

皆さんはそれぞれの生涯の中で，教会に行って聖餐を受
けることをためらう時が来るでしょう。これまでにそのよう

なことがなくても，これから先にあるでしょう。しかし，この
ことを知っておいてください。救い主の指示に従い，打ち砕
かれた心と悔いる霊をもって聖餐を受けるならば，数々の祝
福が注がれます。それによって，皆さんは堅くしっかりと支
えられ，堅固な土台すなわちイエス・キリストの上に築かれ
るのです。それを行おうとする皆さんの決意は，永遠に影
響を及ぼします。皆さんは，信仰の導き手であり完成者であ
られるイエス・キリストの上に自分自身を築くことになるで
しょう。■

2017 年 9 月 26 日，ブリガム・ヤング大学アイダホ校のディボーショナルで行われ
た説教“Comeun to Christ”（「キリストのもとに来なさい」）から。詳しくは次の
ウェブサイトへ byui.edu/devotionalsandspeeches。

注
 1. See Merriam-Webster’s Collegiate Dictionary, 11th ed.（2003），“consolator.”
 2. See Merriam-Webster’s Collegiate Dictionary,“console.”
 3. 『わたしの福音を宣べ伝えなさい―伝道活動のガイド』1
 4. 「御自分」という言葉を含む
 5. 『わたしの福音を宣べ伝えなさい』第 6 章，115 －126 参照
 6. See James E. Talmage, The Articles of Faith , 12th ed.（1924），v–ix. 
 7. See Talmage, Articles of Faith , vi.
 8. Talmage, Articles of Faith , 171.
 9. 『手引き 第 2 部―教会の管理運営』2.1.2
 10. ダリン・H・オークス「キリストの特別な証人」『リアホナ』2001 年 4 月号，14
 11. Talmage, Articles of Faith , 175.
 12. ダリン・H・オークス「聖餐会と聖餐」『リアホナ』2008 年 11 月号，17－20 

参照
 13. デール・G・レンランド「わたしはすべての人をわたしのもとに引き寄せた」『リ

アホナ』2016 年 5 月号，41 参照
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教会機関誌
アダム・C・オルソン

ある日曜日，聖餐が配られている間に，
知り合いのワード扶助協会会長がス
マートフォンを取り出して，「生けるキ

リスト―使徒たちの証」を読んでいました。
彼女は救い主についての預言者の証に霊を鼓
舞され，救い主を常に覚えるという約束を新た
に心に刻みました。

ところが数日後，ワード会員からの匿名の手
紙を受け取って，その日の良い気持ち

は溶け去ってしまいました。手紙の
主は，聖餐会中にスマートフォンをい
じるという悪い模範を見せたと言っ
て彼女を批判しました。彼女は衝撃

を受けました。
携帯機器を使うことでだれかに不快な思い

をさせるつもりはまったくありませんでした。彼
女は，適切だと感じた場合を除いて，礼拝堂の
中で携帯機器を使うことはめったにありません
でした。しかし，この手紙を受け取ってから，
彼女は自分を疑うようになりました。

新しい問題
どの世代にも，それぞれの問題があります。

ある研究によると，2020 年には，携帯電話を
所有する人数（54 億人）の方が水道設備を所
有する人数（35 億人）よりも多くなると予想さ
れています。1  タブレットに加えて，「ファブレッ
ト」（大型スマートフォン）等の通信機器を取り
扱う際には，次の疑問に悩む世界に足を踏み入

れることになります。適切な「デジタルエチケッ
ト」とは何か，という疑問です。

両親，指導者，教師が教会における適切なデ
ジタルエチケットを決定するのに苦労している
中，様々な意見があるために，教会の集会にお
けるデジタル機器の扱いについて相反する方法
に至ることがあります。

教会指導者は，テクノロジーを使うことの祝
福と危険について勧告してきました。しかし教
会指導者は，福音に沿った生活においてなすべ
きこととそうでないことを，常に具体的に指示
するわけではありません（モーサヤ 4：29 －
30 参照）。会員は，その件について自分自身で
研究し，判断する際に聖霊の導きを求めるよう
期待されています。残念なことに，上記のよう
な状況において，わたしたちは時折，他人と異
なる見解を持つだけでなく，異なる見解を持つ
人に批判的な態度を執ることがあります。

霊感は神から，悪用はサタンから
神はわたしたちのため，また御業を進めるた

めにテクノロジーという祝福を与えてくださいま
した。2  ですから，一部の会員がデジタル機器
を不適切に用いる一方で，十二使徒定員会のデ
ビッド・A・ベドナー長老は，「間違いを恐れて，
これらのツールがもたらすすばらしい祝福を受
けることを控えないよう」にと教えています。3  

わたしたちはそれらの機器を適切に用い，子供
たちにもそうするよう教える必要があります。

デジタルの世界で 
礼拝する
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携帯機器は教会員が福音を研究し，家族歴
史や神殿の業を進め，福音を伝える助けとな
ります。例えば，2018 年 1 月には 300 万人以
上が福音ライブラリーアプリを利用しました。
その学習時間の合計は，1,000 年以上に相当
します。

教会指導者は祝福を挙げるとともに，携帯
機器に伴う可能性のある危険についても警告
しています。例えば，時間を浪費し，関係を
損ない，罪のわなにはまる可能性があると警
告しています。4  教会における不適切な機器
の使用は，自分やほかの人が，神との関係を
育むうえで重要な礼拝と学習を妨げます。

しかし，そのような危険はデジタル機器に
限ったものではありません。「これらの手段
もしくは道具は，……訓練を受けずに，ある
いは規律のないままに使うと危険なことにな
りかねません」と十二使徒定員会会長代理の
M・ラッセル・バラード会長は教えています。

「……それは，テレビや映画，あるいは書籍を
どう利用するかということと何ら違いはありま
せん。サタンはいつも新しい発明品の持つ
否定的な力に飛びつき，人を汚し，堕落させ，
善への影響力を消し去ろうとしています。」5

聖餐会における携帯機器
こういったデジタル機器がもたらす祝福と

妨げの可能性について考えると，会員は機器
の扱い方をどのように決定すればよいので

礼拝堂内で 
機器を適切に 
利用するための， 
3 つの原則について 
考えてみましょう。
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しょうか。ジョセフ・スミスは，原則に基づいた扱い方の
持つ力についてこのように述べています。「わたしは人々
に正しい原則を教えて，自らを治めさせます。」6

ではここで，聖餐会で携帯機器を使うことについて決定
するうえで役立つ幾つかの原則を詳しく見ていきましょう。
教室におけるデジタル機器の適切な使用に関する話につ
いては，中央日曜学校会長会第二顧問，ブライアン・K・
アシュトン兄弟の記事「テクノロジーを使って教える―デ
ジタルの世界において青少年の参加を促す」を参照してく
ださい。

原則1―わたしの選択は礼拝の助けとなる
聖餐会は，「いと高き方に礼拝をささげる」ためのもの

です（教義と聖約 59：10）。大管長会第一顧問のダリン・
H・オークス長老は，聖餐会では，聖約の更新と，主イエ
ス・キリストとその贖罪を信じる信仰に焦点を当てるべき
であると教えています。7  聖餐会中に行うことは，それらの
ことを行う助けとなるべきです。

それらの焦点を念頭に置くと，必要に応じて次の目的で
適切に機器を用いることがあるかもしれません。

• 礼拝の質を高める。聖餐会中に，聖文を調べる，賛美
歌を歌う，霊的な印象についてメモを取る，などの目的
でデジタル機器を使うことがあるかもしれません。

• 仕え，導く。あるビショップが聖餐会中に，新会員やあ
まり活発でない会員が礼拝堂の後ろからそっと入って
来たことに気づきます。そこでワード伝道主任に携帯
メールを打ち，その人を歓迎し，聖餐会後に福音の原則
クラスに招待するよう伝えるかもしれません。

• 必要不可欠な接続を保つ。医師や初期対応者〔訳注：
消防士や警察官など〕をはじめとするオンコールの専
門家は，必要に応じて携帯機器を通していつでも連絡
を受けられることが分かっているため，礼拝行事に参
加することができます。

救い主に焦点を当てようとするときに，機器は学習の助
けにはなりますが，自分に代わって学習はできないことを

覚えておくことが大切です。機器は考えるための内容を与
えてはくれますが，自分に代わって考えてはくれません。祈
ることを思い出させてくれますが，祈りは自分自身で行わ
なければなりません。

ベドナー長老は，神との関係は現実のものであってバー
チャルではない，と教えています。8  ダブルクリックやダウ
ンロードはできないのです。9  ですから，この記事の冒頭
に出てきた扶助協会会長は，思いをキリストに向けるため
に電話を使いましたが，電話と聖約を新たにしていたわけ
ではなく，主と聖約を新たにしていたのです。携帯機器を
きっかけに始まった彼女の旅は，思いと祈りと行いで終え
る必要があったのです。

原則 2―じゃまになるものを最小限に抑える
わたしたちは皆，礼拝と学習にさらに焦点を当てる助け

となる環境を整えるよう努力するべきです。じゃまになる
ものを最小限に抑えることは重要です。この原則は，多く
の状況に当てはまります。会話の仕方から，ぐずっている
子供のあやし方，デジタル機器の使い方までです。

機能をたくさん備えた機器によって注意をそらされる方法
は実に多くあります。もちろん，動画を見たり，音楽を聴い
たり，ゲームをしたりすれば，聖餐会に注意を払うのが困難
になります。しかしそれだけではなく，E メールや携帯メー
ル，ソーシャルメディア，スポーツの試合のスコア，様 な々お知
らせを確認することも同様です。集会外の出来事や関連事
項や会話に引き寄せられてしまいます。こういったことは，
自分だけでなく違う列に座っている人たちの注意までもそら
してしまうことがあります。

デジタル機器による妨害を完全に排除したい人は，機器
を自宅に置いてくるか，電源を切っておくことが適切でしょ
う。礼拝の助けとして機器を使うけれども人の注意をそら
すことを避けたい人は，機器の音声を消したり，サイレント
モードに設定したり，機内モードにしたりするだけで十分
かもしれません。10

原則 3―自分の礼拝に集中する
気をそらす何らかのものは常に存在し，そのすべてがデ
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対象である場合は，御霊の導くままに，どのように使ってい
るかを確認することが適切な場合もあるでしょう。そうでな
ければ，自分の礼拝に戻ろうと努めます。

ともに学ぶ
オークス管長はこれらの原則を包含する勧告を次の言葉

で表しました。「聖餐会の間，特に聖餐の儀式の間は，礼
拝に集中し，ほかのどんな行為も控えるべきです。特に，ほ
かの人の礼拝を妨げる恐れのある行為は控えます。」12

機器の使用の指針となる原則はほかにもたくさんありま
す。デジタル機器がますますわたしたちの文化の標準的な
一部となるにつれ，わたしたちは何が適切なのかという疑問
にともに取り組む必要性が増すでしょう。状況はそれぞれ
に異なり，テクノロジーは変化し続ける，わたしたちは絶えず
自分自身の使用について吟味し，新たな視点や異なる視点
を検討し，進んで人を赦しながらともに学ぶ必要がありま
す。■

注
 1. See“ 10th Annual Cisco Visual Networking Index（ VNI ）Mobile 

Forecast Projects 70 Percent of Global Population Will Be Mobile Users,” 
Feb. 3, 2016, newsroom.cisco.com

 2. See David A. Bednar, “Apostle Offers Counsel about Social Media,” 
Ensign , Jan. 2015, 17；Discourses of Brigham Young , sel . John A. 
Widtsoe ［1954］，18 －19

 3. In Sarah Jane Weaver, “Elder Bednar Tells 2016 Mission Presidents Not 
to Fear Technology,” July 6, 2016, news.lds.org

 4. See “Elder Bednar Tells 2016 Mission Presidents.”
 5. M・ラッセル・バラード「インターネットを用いて福音を分かち合う」『リアホ

ナ』2008 年 6 月号，チャーチ・ニュース，2
 6. 『歴代大管長の教え―ジョセフ・スミス』284
 7. ダリン・H・オークス「聖餐会と聖餐」『リアホナ』2008 年 11 月号，17－20
 8. デビッド・A・ベドナー「現在のことをありのままに」『リアホナ』2010 年 6 月

号，22 －31
 9. See Scott D. Whiting, “ Digital Detachment and Personal Revelation,”

Ensign , Mar. 2010, 16 －21
 10. M・ラッセル・バラード「静まって，わたしこそ神であることを知れ」（教会教育

システムディボーショナル，2014 年 5 月 4 日），lds.org/broadcasts 参照
 11. ラッセル・M・ネルソン「聖餐会での礼拝」『リアホナ』2004 年 8 月号，14
 12. ダリン・H・オークス「聖餐会と聖餐」18 －19

ジタルというわけではありません。例えば，ぐずっている子
供や虫の音，外を行き交う車の騒音などです。礼拝から何
を得るかについては，まず，わたしたち自身に責任があるの
です。ですから，だれかが電話を機内モードに設定するの
を忘れても，わたしたちは自分自身を「注意をそぐものを無
視する」モードに設定しようと努める必要があります。

ラッセル・M・ネルソン大管長はこのように教えています。
「聖餐会でどれだけ豊かに霊的なものを得られるかは，教会
の各会員に責任があります。」11

周りの人が機器を使っているのに気づいたら，それがデジ
タル機器だというだけでその人が不適切なことを行っている
と思い込まないように注意する必要があります。機器の使
用者が子供であったり，自分が仕えるよう責任を受けている
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教会の様々なワードやステークを訪問すると，青少
年の教師と指導者から度々このように尋ねられま
す。「デジタル機器がクラスの妨げにならないよ

うにするには，どうすればよいでしょうか。」一方で，わたし
が目にしてきた最高の青少年クラスの教師の多くは，レッス
ンの導入でこのように言っていました。「スマートフォンを出
して，これを調べてください。」これらのことから，青少年が
福音を学ぶクラスで，義にかなった，実りある方法でテクノロ
ジーを使えるよう助けることについて，わたしが学んできた
ことをお話ししたいと思います。

テクノロジーに関する預言
預言者と使徒は，テクノロジーの祝福について語り，テク
ノロジーは御業をますます速いスピードで前進させる助けと
して，御父が与えてくださったものだと述べています。
1862 年に，ブリガム・ヤング大管長（1801－1877 年）は
次のように教えました。「科学や芸術のすべての発見は確
かに真理であり，人類にとって有益ですが，それらは神から
の直接の啓示により与えられたものです。……それらは，
究極の真理が勝利を収め，地球が罪とサタンの力から贖わ
れるための道を備えるという観点から与えられたものなの
です。わたしたちは，そのようなすばらしい発見……をすべ

て活用するべきであり，また，わたしたちの子供たちがさら
に前進し，偉大な業において自分たちの役割をよりよく果た
すことができるように，全分野にわたって，彼らに有益な知
識を与えるべきです。」1

デジタル機器を義にかなった活動のために用いる
わたし自身，これまで聖典や，福音ライブラリー携帯アプ
リのリソースを活用することにより，福音の研究が大きく改
善されてきました。
青少年は日々の生活の中で，また専任宣教師として，テク
ノロジーを使って福音を学び，教え，宣べ伝える備えをして
きました。その活用方法は，まだ分かり始めたばかりです。
敵は，良質で役に立つあらゆる発明を不義な目的のために
使おうとするため，両親，指導者，教師であるわたしたちは，
青少年がテクノロジーを義にかなった，実りある方法で使え
るように，若いころから助ける責任を負っています。
家庭は，それを行う最善の場所です。（役立つリソースを
お探しの両親の皆さんは，サイドバー〔訳注：教会公式ウェ
ブサイトの中の項目〕にある教会資料の活用を検討してもよ
いでしょう。）福音のレッスンは，青少年がデジタル機器と義
にかなった活動を結びつけ，聖霊を感じられるようにする，
重要な機会となります。教師や指導者がそれを実現するた

中央日曜学校会長会 
第二顧問
ブライアン・K・ 
アシュトン

テクノロジーを使って教える— 

クラスにおいて，テクノロジーを敵ではなく味方につけるには	
どうすればよいでしょうか。

デジタルの世界において 
青少年の参加を促す
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めに役立つ方法を幾つか紹介します。

原則を基に，期待する事柄を設定する
原則を基に，クラスにおけるテクノロジーの使用に関して
期待する事柄を設定します。重要な原則としてこのようなも
のが挙げられるでしょう。「レッスンの目的は，聖霊を通し
て福音を学ぶことです。デジタル機器の使用はこの取り組
みに役立つものであるべきで，妨げとなってはいけません。」
これは，次のようなルールよりもはるかに効果的です。
「レッスン中はソーシャルメディアにアクセスしない。」この
ルールは，ソーシャルメディアは悪いものだというメッセージ
を送っていますが，上の原則は，レッスン中にソーシャルメ
ディアを適切に使う可能性を残しています。例えば，欠席し
た人に，いなくて寂しかったことを伝え，翌週来るよう招くな
どの方法で手を差し伸べることができます。
実際は悪くない行いを悪いかのように伝えるルールを作る
ことによって，青少年を傷つけてしまいます。ほかの場面で
のテクノロジーの使用について混乱を招き，テクノロジーの
適切な使い方を教える機会を逃してしまいます。青少年の
助けを得ながら，クラスで期待される事柄を定めるときに
は，生徒の年齢と成熟度に応じた内容にするべきです。

テクノロジーについて知る
テクノロジーに対するあなたの恐れや理解不足のせいで，
青少年がデジタル機器を適切な方法で使うのを妨げないよ
うにしてください。あるワードでは，福音を学ぶためのデジ
タル機器の使い方について，教師を訓練したと報告していま
す。教師はテクノロジーを使いこなせるようになるにつれ，
福音を学ぶためにデジタル機器を活用することに積極的に
なり，デジタル機器がレッスンの妨げとなるという問題はお
おむねなくなったそうです。

レッスンを対話型にする
わたしは，生徒がテクノロジーを正しく使えるよう助ける
最善の方法は，レッスンを対話型にし，デジタル機器をレッ
スン計画に組み込むことだと気づきました。教師が霊感あ
ふれる質問をし，生徒がレッスンに積極的に参加し，教師に
愛されていると感じ，聖霊が感じられるクラスにおいて，生
徒が不適切に携帯電話を使っているのを目にしたことはほ
とんどありません。
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そのようなクラスでは，教師はレッスンの冒頭で霊感あふ
れる質問を青少年にしてから，多くの場合少人数のグループ
で，聖典と預言者の言葉から質問の答えを探させることがよ
くあります。レッスン中，教師は何度も聖典を開かせて，総
大会の説教を研究し，教会が製作したビデオを視聴し，学ん
でいることについて話し合うよう生徒たちに言います。生徒
が学習過程に携わるほど，デジタル機器を適切に使う可能
性は高まります。

バランスを取る
テクノロジーをレッスンに組み込む場合，テクノロジーをバ
ランスよく使用する必要性を心に留めておくことが重要で
す。テクノロジーがレッスンそのものにならないよう，また聖
霊を感じる妨げとならないよう注意しなければなりません。
さらに，デジタル機器を持っていない生徒もいるので，取
り残されたように感じさせてはなりません。教会が製作した
ビデオを視聴するのを除いて，デジタル機器を使ってクラス
でできる活動は，活字版の聖典や教会機関誌を使ってもで
きるものでなければなりません。
さらに，デジタル機器が適切でない時があります。例え
ば，生徒や教師が証を述べているときには，携帯電話をしま
い，御霊が教えてくれることを感じるよう，教師が愛情を込
めて生徒に勧めることは道理にかなっています。

忍耐を示す
最後に，一部の青少年は，クラスの中でデジタル機器を適
切に使うことを学ぶのに時間がかかるかもしれないことに留
意しましょう。どのようなクラスにおいてもキリストのような
教師は，苦労している人に対して愛をもって忍耐を示します。

テクノロジー―脅威ではなく，高めるもの
青少年が適切にテクノロジーを使えるよう助けることは，
生涯にわたり青少年の祝福となり，クラスを高めることにも
つながります。十二使徒定員会のリチャード・G・スコット
長老（1928－2015 年）は，このように述べています。「義
にかなった目的で理解され使用されるならば，技術は脅威
にはならず，霊的なコミュニケーションを高めるものとなりま
す。」2

わたしたち中央日曜学校会長会は，テクノロジーをレッス
ンに取り入れ，青少年が正しい目的でテクノロジーを使える

テクノロジーを適切に使う

ブライアン・K・アシュトン兄弟は，家庭はテクノロジー

を適切に使うことを学ぶ最適な場所だと述べていま

す。以下のリソースは，個人や両親，家族が，既存のテクノロ

ジーを適切に使う方法を決めるうえで役立つでしょう。

•	『テクノロジーを使用するための保護策』は宣教師向

けに書かれた小冊子ですが，その指針は家庭にも応

用できます。28か国語に翻訳されており，福音ライ

ブラリーアプリから，あるいは配送センター，オンラ

インストアを通して印刷物として入手できます。

•	 良いメディアを選ぶことを含め，ポルノグラフィーを

避けることについての家庭の夕べのレッスンの一覧

が，「イエス・キリストの贖いを通してポルノグラ

フィーを克服する」overcomingpornography.org/	

resourcesに掲載されています（10か国語に翻訳

されています）。

•	 ソーシャルメディアに関する家族の話し合いの指針に

ついては，次の記事で採り上げられています。「家族

で話し合うべきこと—ソーシャルメディアを正しく使

用する方法」lds.org/go/81833a（10か国語に翻

訳されています）。または十二使徒定員会のデビッ

ド・A・ベドナー長老の記事「ソーシャルメディアに

よって洪水のごとくに世界を満たす」『リアホナ』

2015 年 8月号。

よう助けるために全力を尽くすよう，教師にお勧めします。
皆さんの取り組みを助けてくださるよう天の御父に求めるな
らば，御父はその祈りにこたえてくださるでしょう。■
注
	 1.	Discourses	of	Brigham	Young ,	sel.	John	A.	Widtsoe（1954），18－19.
	 2.	リチャード・G・スコット「平安に満ちた家庭を築くために」『リアホナ』
2013 年 5月号，30
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 18 28 年の夏，ジョセフがハーモニーに戻ると，モ
ロナイが再び訪れて金版を持ち去りました。
天使はこう告げます。「あなたが十分にへりく

だり，悔い改めていれば，9 月 22 日に再びこれらを手にする
であろう。」1

暗闇がジョセフの心に迫るかのようでした。2  神の御心を
無視し，原稿をマーティンに託してしまったのは間違いだと
分かっていたからです。今や神はジョセフに金版を預けるこ
ともなく，翻訳者としても信頼できないとしたのです。ジョ
セフは，天からどのような罰が下ろうとも自分はそれに値す
ると感じていました。3

罪悪感と後悔にさいなまれたジョセフは，ひざまずいて罪
を告白し，赦しを乞い求めました。どこで間違ってしまった
のか，そして，もし主が再び翻訳をさせてくださるのなら，ど
こを改めればよいのかと思い巡らしました。4

7 月のある日，自宅近くを歩いていると，モロナイが現れ
ました。天使モロナイはジョセフに解訳器を渡します。そこ
には神からのメッセージが書かれていました。「神の業と計
画と目的がくじかれることはあり得ず，またそれらが無に帰
することもあり得ない。」5

その言葉に安堵するも，すぐ後に叱責の言葉が続いてい
ました。「あなたに与えられた戒めは何と厳しかったこと
か。」主は語られました。「あなたは人を神よりも恐れてはな
らなかった。」主はジョセフに，聖なるものをいっそう注意深
く扱うよう命じられたのです。金版に刻まれた記録は，マー
ティンの評判や人々を喜ばせたいというジョセフの望みより
も，はるかに重要なものでした。主は，御自分のいにしえの
聖約を新たにし，イエス・キリストに頼って救いを得るようす
べての人に教えるべく，その記録を備えられたのです。

主は御自身の憐れみを忘れないようにとジョセフに促し，
「あなたが行ったこと……を悔い改めなさい」と命じられま
した。「そうすれば，あなたはまだ選ばれた者であ……
る。」主は再び，ジョセフを預言者，聖見者として召されまし
たが，主の言葉をよく心に留めるよう警告し，こう宣言されま
した。
「それらを行わなければ，あなたは見放されてほかの人々

と同様になり，もはや賜物を持つことはなくなるであろう。」6

その秋，ジョセフの両親はハーモニーに向かい南下しまし
た。マンチェスターの家を出てから 2 か月近くたつのに，
ジョセフから何の便りもなかったからです。二人はその夏の
悲劇により，ジョセフが悲しみに沈んでいるのではないかと
心配していました。ジョセフはわずか数週間のうちに，自分
の最初の子供を亡くし，妻を失いそうになり，さらには原稿
を無くしたのです。二人はジョセフとエマが元気にやってい

第 6 章  

神の 
賜物と力

これは，『聖徒たち―末日におけるイエス・キリスト教会の物語』という，4 巻
にわたる新しい教会歴史物語の第 6 章です。この物語は，14 の言語で，印刷物
および「福音ライブラリー」アプリの「Church History（教会歴史）」の項や，
saints.lds.org/jpn で読めるようになる予定です。 7 月号で公開された第 5 章で
は，1828 年に失われたモルモン書の翻訳の最初の 116 ページについて述べられ
ています。
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ることを確かめたいと思いました。
目的地まで残り 2 キロ弱という所で，ジョセフが穏やかで

幸せそうに道の前方に立っているのを目にし，ジョセフ・シ
ニアとルーシーは大喜びしました。ジョセフは，神からの信
頼を失ったこと，その後罪を悔い改め，啓示を受けたことを
両親に話しました。主の叱責は胸を刺すものでしたが，古
代の預言者と同様，人々が読めるようにジョセフはその啓示
を書き留めたのでした。それは，ジョセフが自分に与えられ
た主の言葉を記録した最初のものでした。

ジョセフはまた，その後モロナイが訪れ，版と解訳器を戻
してくれたことも両親に伝えました。天使は喜んでいるよう
だったとジョセフは話しています。「主は，忠実さと謙遜さ
のゆえにわたしを愛してくださっていると，天使が教えてくれ
たのです。」

記録は家のトランクの中に隠され，安全に保管されていま
した。「今はエマが筆記してくれていますが，天使は主がわ
たしに筆記者を送ってくださると言いました。わたしはそう
なると信じています」ともジョセフは両親に話しています。7

翌年の春，マーティン・ハリスは悪い知らせを携えてハー
モニーにやってきました。彼の妻が裁判所に，ジョセフは金
版を翻訳しているふりをしたペテン師だと申し立て，マーティ
ンは裁判でその証人になるべく出頭要請を受けているとい
うのです。ジョセフに騙されたと宣言しなければ，ルーシー
はマーティンをも詐欺で訴えると言います。8

マーティンは，版の実在を示すさらなる証拠を差し出すよ
うジョセフに詰め寄りました。マーティンは裁判で翻訳に関
するすべてのことを話したいと思っていましたが，信じてもら
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そうして判事の前に立つと，マーティンは簡潔ながらも力
強い証を述べました。天に拳をかかげ，金版が確かに存在
することを証し，主の業を行う目的でジョセフに惜しみなく
50ドルを渡したと断言したのです。ルーシーの訴えを証明す
る証拠はなかったため，裁判所はこの訴えを棄却しました。13

一方ジョセフは，主が間もなく別の筆記者を与えてくださ
るよう祈りながら，翻訳を続けます。14

マンチェスターでは，オリバー・カウドリという若者がジョ
セフの両親の家に寄宿していました。オリバーはジョセフよ
り一つ年下で，1828 年の秋，スミス家の農場から南に約
2 キロの所にある学校で教鞭を執り始めていました。

教師は，生徒の家族のもとに寄宿することがよくありまし
た。ジョセフと金版のうわさを耳にしたオリバーは，スミス

家に寄宿できないかと打診してきたので
す。初めのうち，スミス一家から詳細を聞
き出すことはほとんどできませんでした。
原稿を盗まれたことがあり，地元でうわさ
も立っていたために，スミス家の人々は用
心深くなり，口を閉ざすようになっていた
からです。15

しかし，1828 年から 1829 年 の 冬 の
間，オリバーはスミス家の子供たちを教
えながら，家族の信頼を得ます。この時
期，ジョセフ・シニアは主が驚くべき業を

始めようとしておられることを宣言する啓示を携えて，ハー
モニーへの旅から戻っていました。16  またそのころには，オ
リバーが真心から真理を求めていることが分かっていたた
め，ジョセフの両親は息子の神聖な召しについて口を開き始
めていました。17

両親が語ったことはオリバーの心を捕え，オリバーは翻訳
を手伝いたいと切に願うようになりました。ジョセフと同
様，オリバーはその時代の教会に満足しておらず，この時代
にあっても人々に御心を明らかにされる奇跡の神がおられ
ると信じていたのです。18  ところがオリバーはジョセフから
も金版からも遠く離れた所にいたため，マンチェスターにい
ては翻訳の業を助けることはできないと思いました。

ある春の日のこと，雨がスミス家の屋根を激しく打つ中，
オリバーはジョセフを助けるため，学期が終わり次第ハーモ
ニーに向かいたいとスミス一家に話しました。ルーシーと
ジョセフ・シニアは，その望みが正しいかどうか，主に尋ね
るようにと強く勧めました。19

えないのではないかと心配していたのです。ルーシーはスミ
ス家を捜索するも，結局，記録を見つけることはできません
でした。また，マーティンは 2 か月にわたってジョセフの筆
記者を務めましたが，版を見たことはなく，ジョセフがそれ
を持っていると証言することもできません。9

ジョセフはどうしたらよいかと主に伺い，友人のために答
えを受けました。主は，マーティンが謙遜になって信仰を働
かせるまで，法廷で言うべきことを伝えることも，さらなる証
拠を与えることもないと言われました。「もし彼らがわたし
の言葉を信じなければ，たとえあなた，すなわちわたしの僕
ジョセフが，わたしから委ねられたこれらのものをすべて彼
らに見せることができたとしても，彼らはあなたを信じない
であろう」と主は言われたのです。

しかし，もしジョセフがその夏に行ったように，へりくだ
り，神を信頼し，犯した過ちから学ぶので
あれば，主はマーティンに憐れみを示すと
約束されました。主は，時が来れば 3 人
の忠実な証人が版を目にすること，人々か
ら認められようとするのをやめれば，マー
ティンも証人の一人となることができるで
あろうと言われました。10

主は，最後にこう宣言されました。「も
しこの時代の人々がその心をかたくなに
しなければ，わたしは……わたしの教会
を設けよう。」11

ジョセフは，マーティンがこの啓示を書き写す間，これら
の言葉について思い巡らしました。それからエマとともに，
誤りがないかを確認するため，マーティンが読み返すのを聞
きました。読んでいると，エマの父親が部屋に入り，同じく
耳を傾けます。聞き終えると，これはだれの言葉かと尋ねま
した。
「イエス・キリストの言葉です。」ジョセフとエマはそう説明

しました。
すると，「すべては妄想だ。もう終わりにするんだ」とアイ

ザックは言います。12

エマの父親の言うことは聞かずに，マーティンは啓示の写
しを携えると，自宅へと向かう駅馬車に乗り込みました。
マーティンはハーモニーに来て版の証拠を求めましたが，そ
こを発つころには，版の実在を証する啓示を得ていました。
裁判でそれを用いることはできませんでしたが，マーティン
は主が自分を御存じであることを確かに知って，パルマイラ
へと戻ったのです。

この記録には， 
イエス・キリストについての 

証が繰り返し述べられており， 
オリバーは， 

預言者が古代の教会を導き， 
普通の男女が神の業を 
行うのを目にしました。
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オリバーは床に就くと，金版についてそれまで聞いてきた
ことが真実かどうか知るために，一人で祈りました。すると
主は，金版とそれを翻訳するジョセフの様子を示現で見せて
くださったのです。オリバーは平安な気持ちに包まれ，ジョ
セフの筆記者になるべきだと確信しました。20

オリバーはこの祈りについてだれにも話さず，学期が終わ
るとすぐ，ジョセフの弟サミュエルとともに，160 キロ以上も
離れたハーモニーに向けて歩き始めました。春の雨にぬれ
た冷たい泥道を歩いたオリバーは，ジョセフとエマの住む家
の戸口にサミュエルとたどり着いたころには，つま先が霜焼
けになっていました。それでもオリバーは，この夫婦に会っ
て，主が若き預言者を通して働いておられることを自分の目
で確かめたくてたまりませんでした。21

ハーモニーに到着すると，オリバーはまるでずっとそこに
いたかのような感覚を覚えました。ジョセフはオリバーと夜
遅くまで語り，オリバーの話に耳を傾け，質問に答えます。
オリバーが良い教育を受けていることは明らかで，筆記者に
なりたいという申し出をジョセフは快く受け入れました。

オリバーの到着後，ジョセフがまずしなければならなかっ
たのは，作業場を確保することでした。ジョセフはオリバー
に契約書を起草するよう頼みました。エマと一緒に住んで
いた小さな家と納屋，農地，近くの泉の代金を，ジョセフが
義父に支払うことを約束する契約書です。22  エマの両親は

娘の幸せを願って，この契約条件に同意し，ジョセフに対す
る隣人の不安が静まるよう助けることも約束しました。23

それと同時に，ジョセフとオリバーは翻訳を始めました。
翻訳作業は数週間休みなく順調に進み，エマも同じ部屋に
いて日常の家事をこなすことがよくありました。24  ジョセフは
時折，解訳器をのぞいて翻訳し，版に刻まれた文字を英語
で読み上げました。

聖見者の石は一つだけ用いる方が扱いやすいと感じるこ
とがよくありました。ジョセフは帽子に聖見者の石を入れる
と，帽子に顔をうずめて光を遮り，石をのぞき込みました。
石が暗闇の中で光を放って輝くと，言葉が現れます。それを
ジョセフが口述し，オリバーが素早く書き写したのでした。25

ジョセフは主の指示に従い，失われた翻訳原稿の部分を
再び翻訳しようとはせず，記録のさらに先をオリバーととも
に翻訳し続けました。サタンが悪人たちをそそのかして翻
訳原稿を盗み，その言葉を変え，翻訳の信憑性を揺るがそ
うとしていることを，主は明らかにしてくださいました。しか
し主は，版を作成した古代の預言者たちに霊感を与え，失わ
れた部分より詳細な記述のある別の記録を備えておられた
のです。これを知ってジョセフは安堵しました。26

「わたしは，わたしの言葉を書き変えた者たちを辱めよう」
と主はジョセフに言われました。「わたしの知恵が悪魔の
狡猾さに勝っていることを彼らに示そう。」27

オリバーはジョセフの筆記者として働くことに大きな喜び
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オリバー・カウドリはモルモン書の翻訳のこのページの筆記者でした。
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を覚えました。来る日も来る日も，ニーファイ人とレーマン人
という二大文明に関する複雑な歴史を，友人のジョセフが口
述するのに耳を傾けました。義にかなった王と邪悪な王，
囚われの身に陥ってそこから救い出された民，また骨に埋
まった原野で見つかった記録を翻訳するために，聖見者の
石を用いた古代の預言者について知ったのです。ジョセフ
のように，その預言者は神の賜物と力を持った啓示者であり
聖見者でした。28

その記録はイエス・キリストについて繰り返し証しており，預
言者たちが古代の教会を導いた方法，また，ごく普通の男女
がいかにして神の業を行ったかを，オリバーは知ったのです。

それでも，主の業に関してオリバーには多くの疑問があり，
その答えが知りたくてたまりませんでした。オリバーのため
にジョセフがウリムとトンミムを通して啓示を求めると，主は
こたえ，こう宣言されました。「あなたは
わたしに求めれば，与えられるであろう。
あなたは尋ねるならば，大いなる驚くべき
奥義を知るであろう。」

また主は，ハーモニーに来る前に受けた
証を思い起こすようオリバーに語られまし
た。その証についてオリバーはだれにも
話していませんでした。「わたしはこの件
についてあなたの心に平安を告げなかっ
たであろうか。神からの証よりも大いなる
証があるであろうか。」主は問いかけられました。「だれも
知らない事柄をわたしがあなたに告げたので，あなたは証を
得たではないか。」29

オリバーは驚きました。そして，自分がひそかに祈り，神
から証を受けていたことを直ちにジョセフに告げたのです。
神を除いてそれを知る者はいないので，この業が真実であ
ることが分かったとオリバーは言いました。

ジョセフとともに翻訳の作業に戻ると，オリバーは自分に
も翻訳ができるのではないかと考え始めました。30  神は聖
見者の石のような道具を用いて業を行われると信じていまし
たし，オリバー自身も占い棒を使って水脈や鉱脈を見つけた
ことがあったのです。しかし，その棒が神の力によって働い
ていたのかについては確信がありませんでした。啓示を受
ける過程は，オリバーにとって依然として謎に包まれていま
した。31

ジョセフが再びオリバーに代わって主に尋ねたところ，主
はオリバーが信仰をもって求めるならば，知識を得る力を持
てると告げられます。オリバーの使った占い棒は，旧約聖書

に出てくるアロンの杖のように，確かに神の力によって働いた
と主は述べられました。また啓示についてオリバーにさらに
教え，こう告げられました。「聖霊によって，わたしはあなた
の思いとあなたの心に告げよう。さて見よ，これは啓示の霊
である。」

主は，オリバーが信仰に頼るならば，ジョセフのように記
録を翻訳することができるとも言われました。しかし，「信
仰がなければ何も行えないことを覚えておきなさい」と告げ
られたのです。32

この啓示を受け，オリバーは翻訳ができると心躍らせまし
た。ところがジョセフに倣って行ってみたものの，言葉は容
易に出て来ません。オリバーはいらだちと混乱を深めていき
ました。

ジョセフは友人が葛藤しているのを見て同情しました。
ジョセフが心と思いを翻訳の業に集中さ
せるのには時間を要しましたが，オリ
バーはそれがすぐにできるようになると
考えたようです。霊的な賜物を持つには
不十分でした。霊的な賜物を神の業で
用いるには，時間をかけて育み，伸ばす
必要があったのです。

間もなくオリバーは翻訳を諦め，うまく
いかなかった理由をジョセフに問います。

ジョセフは主に尋ねました。「あなた
はわたしに求めさえすれば，何も考えなくてもわたしから与
えられると思ってきた。……あなたは心の中でそれをよく思
い計り，その後，それが正しいかどうかわたしに尋ねなけれ
ばならない」と主は答えられました。

オリバーは忍耐強くあるよう教えられます。「あなたが今
翻訳することは適切ではない。」主はこのように語られまし
た。「あなたが行うように召されている業は，わたしの僕
ジョセフのために筆記することである。」主は後に別の翻訳
の機会を与えるとオリバーに約束されましたが，現時点での
オリバーは筆記者であり，聖見者はジョセフであると告げら
れたのでした。33 ■
引用元の文献の全リストは，saints.lds.org〔英語〕で御覧になれます。

「テーマ」という言葉が注釈にある場合は，追加情報がオンライン（saints.
lds.org）に掲載されています。

注
 1. Lucy Mack Smith, History, 1844 － 45, book 7,［9］
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啓示について 

さらに教えられました。 
「聖霊によって， 

わたしはあなたの思いと 
あなたの心に告げよう。」
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ある夜遅く，息子のガレットがア
メリカ合衆国ウィスコンシン州

オークレアから電話をかけてきまし
た。ガレットと妻のシェリーと子供た
ちは，ガレットが軍事訓練を受けたア
ラバマ州からノースダコタのミノー空
軍基地に向かう途中でした。ウィスコ
ンシン州を通過している途中で，シェ
リーの具合がとても悪くなったとガ
レットが言うのです。病院を見つけ，
シェリーは翌朝に緊急で虫垂を切除
する手術を受けることになりました。

わたしは飛行機を手配して，彼らの
もとに駆けつけましたが，次の日まで
到着することができませんでした。母
親が手術を受けている間，ガレットは，
5 歳，1 歳，生後 3 週間の赤ん坊の
子供たちをどうすればよいか心配して
いました。その地域で知っている人
はだれもいなかったので，まだ会った

ことがなかったにもかかわらず，ミ
ノーのビショップに電話をかけること
にしました。ミノーのビショップは，
オークレアのビショップに連絡しま
しょうと言いました。

翌朝，オークレアのビショップは扶
助協会会長とともに来て，ホテルでガ
レットと会いました。シェリーが手術
を受けている間，彼らは喜んで子守を
引き受けてくれたのです。後日，シェ
リーは，二人の見ず知らずの人であり
ながら，福音における家族である人々
に，自分の子供を預けることに何の不
安もなかったと語りました。わたしが
オークレアに到着したときには，シェ
リーは病気から快復し，孫たちはシェ
リーとガレットのもとに戻っていまし
た。わたしたちが困ったときに助けが
あったことを感謝しました。

数週間後，2016 年 10 月の総大会

を見ていると，十二使徒定員会会長代
理の M・ラッセル・バラード会長が
次のように語りました。「霊感に基づ
き，細部にわたり整えられた組織を有
する教会を見つけるために，あなたは
どこへ行くのでしょうか。そこでは，
皆さんや家族に仕えることを通して献
身的に主に仕える男女から，教えや支
えを受けることができるのです。」（「わ
たしたちは，だれのところに行きましょ
う」『リアホナ』2016 年 11 月号，91）

わたしはオークレアでの出来事に
ついて考えずにいられませんでした。
教会員であることだけでなく，どこに
いても互いに奉仕し，祝福し合える福
音の家族の一員であることは祝福で
す。■
ジェフ・メサーリー（アメリカ合衆国，ユタ州）
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家族のような他人

末  日  聖  徒  の  声

ウィスコンシン州を通過している途中で 

妻の具合がとても悪くなったと息子が 

言うのです。母親が手術を受けている間， 

子供たちをどうすればよいでしょうか。
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夫と家庭を築き始めたのは，まだ
母国アルゼンチンに住んでいた

ときでした。わたしたちは帰還宣教
師で，主の神殿で結婚することが祝福
であることを知っていました。天の御
父のもとに戻る道をともに歩めること
にわくわくしました。

救いの計画には試練も含まれている
ことは分かっていましたが，信仰と祈
りによってどんなことでも克服できると
信じていました。ですが，立て続けに
逆境に見舞われるとは予想だにしてい
ませんでした。まるで雨のように，試
練が次 と々降りかかってきたのです。

独りきりになった，ある日の午後，
試練のことを考えてとても悲しくなり，
泣いてしまいました。どうすればよい
か分かりませんでした。泣くのをやめ
ようとする度に，より落ち込み，ますま
すやるせなくなりました。

そのとき，困難に直面したときにい
かに祈りが重要であったかを話してく
れた多くの人たちのことを思い出しま
した。祈りについて証はありました
が，頭も心もあまりに疲弊していて，言
葉が出てこないのではないかと思いま
した。

わたしは泣きながらベッドの横にひ
ざまずくと，心の底から天の御父に慰
めと平安を願い求めました。試練の
解決策や，試練自体がなくなることを
望んだわけではありません。ただ平
安を願い求めたのです。

祈っていると，玄関のドアをノックす
る音が聞こえてきました。目にまだ涙
をためたままドアを開けると，そこに
は扶助協会の姉妹が立っていました。

天の御父はわたしの祈りを聞いてくださいました
と思うことができ，天の御父が祈りを
聞いてくださったのだと感じました。

祈りを通して天の御父と話ができる
ことは祝福です。天の御父はわたしが
助けを必要としているときに耳を傾け，
助けるために御自分の子供の一人を遣
わしてくださったのです。この姉妹が
御霊による霊感に気づき，それに従っ
てくれたことに感謝しています。■
ラケル・E・ペドラーザ・デ・ブロジオ 

（アメリカ合衆国，ユタ州）

近くで働いているのでバイクで訪ねて
きたと言いました。わたしはただ彼女
を抱き締めることしかできませんでし
た。「なぜだか分からないけど，立ち
寄ってあなたと会わなくてはいけない
気がしたの」と彼女は言いました。

二人でキッチンのテーブルに座ると，
彼女はわたしを落ち着かせてくれまし
た。しばらく話しているうちに，わた
しはようやく独りぼっちではないのだ

祈りについて証はありま

したが，頭も心もあま

りに疲弊していて， 

言葉が出てこないのでは 

ないかと思いました。
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数年前，電話にボイスメー
ルが届きました。「あなた

は，アイダホフォールズに住んで
いて，1974 年にワシントン州で伝
道したダン・ホブズさんですか。
トム・ジャナキーと申します。母と
父はあなたからレッスンを聞いたと
思います。」

わたしは驚きました。伝道地はワ
シントン州ではなく，アメリカ合衆国の
テキサス州でしたが，聞き覚えのある
名前でした。即座にたんすにしまって
ある本を思い出しました。 1948 年版
のモルモン書です。表紙を開くと，手
書きのメッセージが書かれています。

「神様があなたとともにありますように。
神様の祝福がありますように！ 1974  
年，フランク・ジャナキー，バージニア・
ジャナキーより」その瞬間，35 年前の
記憶がよみがえってきました。

当時，わたしは 21 歳で，テキサス州
ヒューストンで伝道を終えようとして
いました。同僚とわたしがこれと言っ
た成果のないまま戸別訪問をしてい
たある日，1 軒のドアをノックすると，
一人の男性が出てきて，温かく迎え入
れてくれました。その男性はフラン
ク・ジャナキーと名乗り，妻のバージ
ニアを紹介してくれました。わたした
ちは短い時間，彼らと話しました。

その後，何度か訪問し，福音を教え
ました。彼らはバプテスマに興味があ
りませんでしたが，いつも好意的でし

1冊の 
古い 
モルモン書

た。ある日のレッスンで，
わたしは本棚に 1 冊の古いモルモン
書があることに気づきました。それが
どのような経緯で彼らの手に渡ったか
は覚えていませんが，とても良いです
ねと自分が言ったことは覚えています。

わたしが帰還する直前に，同僚とわ
たしは別れのあいさつをするために彼
らの家に立ち寄りました。わたしたち
が立ち去る前に，フランクは古いモル
モン書に署名し，別れの記念にくれまし
た。そして，彼らの家族の聖書にわた
しの名前と住所を書いてくれるように頼
みました。ジャナキー家と会ったのは
それが最後でしたが，わたしは彼らの
贈り物をずっと大事に持っていました。

その夜，わたしは電話をしました。
トムは，1974 年にワシントンで伝道し
ましたか，ともう一度尋ねてきました。
わたしは，テキサスで伝道しましたが，
御両親の名前はフランクとバージニア
ではありませんかと聞きました。

両親はテキサスからワシントンに
引っ越しており，ワシントンに住んでい
るときに宣教師が訪ねて来たと思っ

ていた，とトムは言いました。家族の
聖書にわたしの名前と住所が書かれ
ていた，とも言いました。
「弟とわたしの二人ともバプテスマ

を受けたことをお伝えしたくて電話を
しました。それは，宣教師が両親にと
ても親切だったおかげでもあるんで
す。両親は，長年の間，会ってきた宣
教師たち全員がとても好きでした。」

そしてトムは両親が二人とも亡く
なったことを語り，こう言いました。
「でも，今彼らの神殿の儀式を行っ

ているところです。」
わたしは目に涙を浮かべながら，電

話をくれたことをトムに感謝しました。
何年もの間，自分の伝道はあまり成

功しなかったと感じていました。奉仕
している間にだれかの人生を変えるこ
とはできたのだろうかと疑問に思うこ
ともありました。トムの電話は，主の
優しい憐れみの表れでした。わたし
は自分の伝道と，ジャナキー家に福音
を伝えるためにささやかな貢献がで
きたことを感謝しています。■
ダン・ホブズ（アメリカ合衆国，アイダホ州）
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ある日のレッスンで，わたしは 

本棚に古いモルモン書が 

あることに気づきました。 

わたしたちが立ち去る前に， 

フランクは古いモルモン書に 

署名し，別れの記念にくれました。
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最初の子がおませで小さな男の
子だったころ，自分はおむつの

交換と食事の世話に追い回されるだ
けの生活をしていると感じることがあ
りました。

子育て中心の生活に慣れてきたこ
ろ，わたしは自分の霊に必要な事柄を
おろそかにしていることに気がつきま
した。聖文を読む代わりに，普段，大
いに必要だと感じていた仮眠をこっそ
りと取ったり，もう1 回洗濯機を回し
たりしていたのです。祈りといえば，
息子が早く寝ついて， よく寝ていてく
れますように，とそそくさとお願いした
り，どうか今日一日乗り切れますよう
に，とお願いしたりするだけでした。

息子が 4 か月くらいのころ，自分の
霊性がいかに落ちているかに気づきま
した。証を強くしたいという気持ちが
弱くなっていました。教会で 3 時間
座っているのは苦痛でしたし，そのほ
かに家や教会の責任を果たすなんて
時間もないし，そんな気力もないと感
じました。福音の光を再び感じたい
と思いましたが，疲れ果てていて，ど
こから手をつけたらいいのか分かり
ませんでした。ある晩，心から助けを
祈り求めました。

そして翌朝，足を引きずるようにして
教会に行ったのです。扶助協会でレッ
スンを聞いているときに，扶助協会の
目的が書かれたポスターが目に入りま
した。毎日曜日に見ていたポスターで
すが，自分に向けられたメッセージだ
と思ったことはありませんでした。扶
助協会の目的は姉妹たちが「信仰と
個人の義を増し加え，家族と家庭を強
め，困っている人々を見つけ出して助

新米ママの祈り
ける」ことだと書いてあります。

わたしはもう一度読みました。その
とき，わたしは「信仰と個人の義を増
し加え」という言葉に心を引き付けら
れました。きちんと教会の召しを果た
し，ほかの人に奉仕できるようになる
ためには，まず，自分の霊性を養わな
ければならないということが，はっき
りと分かったのです。わたしは，毎日
時間を取って聖文を読むようにしまし
た。また，もっとよく考えて祈るように
努めました。

自分の信仰と個人の義を養い，天の

御父に導きを求めるようになると，回
復されたイエス・キリストの福音に対
するわたしの愛に，再び火が点いたの
です。召しを受けて奉仕し，扶助協
会の姉妹たちを訪問し，毎週聖餐に
あずかることが，再びわたしの生活の
中で大切な事柄になりました。そし
て，時間と気力がなくてできないと
思っていた事柄が，今や，わたしと家
族にとって安らぎと力を与える事柄に
なったのです。■
クリスタル・ベイカー・チップマン 

（アメリカ合衆国，ユタ州）

わたしは，自分の霊に必要な事柄を 

おろそかにしていることに気がつき 

ました。聖文を読む代わりに，普段，大いに 

必要だと感じていた仮眠をこっそりと取ったり， 

もう1回洗濯機を回したりしていたのです。
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教会機関誌
リチャード・M・ロムニー

ガ
ーナのテキマン出身の 21 歳のエ
リック・アヤラが，母親と露店市場に
いたときにコントロールを失った車

に衝突されたのは，彼が 3 歳のときでした。
今エリックは下半身不随の体ですが，これま

で足を使わずに生活しなければならなかったた
め，様々な試練に直面しました。やっと手に入
れた足のギプスで立つことができるようになり
ましたが，すぐに成長してサイズが合わなくなり
ました。新しいものを買う余裕はありません。
小さな車椅子をもらいましたが，それも成長に
伴い，小さくなりました。彼の足は細くなり，時
折痙
けい

攣
れん

で震え，足の形は変形していました。
ガーナでは，障がいのある人はしばしば負担

だと思われてしまいます。エリックの家族は裕
福ではなく，医療費を払うお金はありませんで
した。彼が 10 歳のころ，床擦れを発症しまし
た。これは運動不足や長時間，木やコンクリー
トに座っていたために起こったことです。その
床擦れは化

か

膿
のう

し，常にうみが染み出て，ひどい
臭いがしました。

そのため，エリックは屋根のない小屋の腰か

このガーナの 
ヤングアダルトは 
人生に希望を 
見いだせないときでも， 
天の御父に 
頼ることができる 
ということを知っています。

エリックはどのように 

ヤ ン グ ア ダ ル ト

神を信頼すること 
を学んだのでしょうか
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けの上で生活しました。彼の母親ルーシーや
姉妹たちが食事や洗濯，お風呂の世話をしてく
れました。エリックは，しばしば雨でずぶぬれ
になり，夜の寒さのために凍えて過ごすことも
ありました。ぬくもりをもたらしてくれるので，
朝の太陽の光が大好きになりました。学校に行
くお金もなく，働くこともできなかったため，彼
は何年も小屋で過ごしましたが，時々，車椅子で
近所を回ることもありました。

信仰の始まり
自分の境遇を恨むのではなく，「わたしは神

を愛し，信じるようになりました」とエリックは
述べています。「だれからも神について教わっ
たわけではありませんが，神の創造物を見るこ
とができますし，人々の良い面も悪い面も見え
ました。生活が大変なときは，信じるのが難し
いこともあります。そんなときに，わたしの人生
に何かよいことが起こって，このように言うよう
になります。『御覧なさい，神はここにいらっ
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しゃいます。すばらしいですね。』」
エリックは正式に祈り方を教わって

いませんでしたが，神を呼び求め始めま
した。そして答えを受けたのです。病
気のときに，医師に診てもらう予想外
の機会があったり，床擦れの痛みから
解放されたいと願えば，床擦れが治っ
たり，成長して車椅子が小さくなってし
まったときには，見ず知らずの優しい人
がもっと大きな車椅子を持って来てく
れたりしました。「神はわたしの人生に
おいて多くのよいことをしてくださいま
した」とエリックは述べています。

そして奇跡とも思える出来事は，14 
歳のときに学校に通えるようになった
ことです。彼の母親は，料理をする仕事
をしてお金をためて，彼の制服や教科書
の費用と授業料を払ってくれたのです。
学校では，「外に出て，ほかのクラスメー
トたちと運動できなかったので，教室で
いつも勉強していました」とエリックは
説明しています。彼は数学と読解，作文
の科目で最高点を取り，校長先生を驚
かせました。

ある病院修道女が手でこぐことがで
きる新しい三輪車を寄付してくれまし
た。そのおかげで，通学が楽になりまし
た。しかし，行き帰りの通学のせいで床
擦れが再発しました。再び化膿して，患
部からうみが垂れてひどい臭いがしま
した。エリックの周りにはいつもハエが
たかっていることに生徒たちが不満を
言いました。 17 歳のときに，校長先生
から，家で治療に専念して，傷が治るま
で学校に戻って来ることはできないと
言われました。

エリックの父親は，田舎に小さな農
場を持っていました。彼は農場で働く
ために家族を連れて行きましたが，エ
リックは一人で小屋に取り残されまし
た。そのうちに，エリックの傷は悪化
し，化膿が骨まで達し，骨髄炎と呼ばれ
る命にかかわる状態になりました。

オブルニとの会話
18 歳のとき，友人のエマヌエル・オ

フォス－ヘネが英語でオブルニ（白人
の男性）と話しているのを見かけまし
た。そのオブルニ はモルモンの宣教
師，オールド長老でした。「わたしは
トゥイ語しか話せませんでしたが，エマ
ヌエルが訳してくれました。『わたしは
とてもひどい病気で，もうだめだと思い
ます。わたしが天国へ行けるように何
をすべきか教えていただけますか。』

オールド長老とアフリカ人の同僚は
座ってわたしに教えてくれました。どう
いうわけか，彼らは知恵の言葉から教
え始めました。わたしはコーヒーとた
ばこがよくないとすでに知っていたの
で，彼らが真実を語っていると分かりま
した。」彼らはエリックにイエス・キリス
トの回復された福音についてのパンフ
レットを渡して，教会に招待しました。
「行ってみると，この教会は違ってい

ました。」エリックは続けます。「敬虔さ
がありました。」教会まで 1 時間も車椅
子を押して行かなければなりませんで
したが，エリックは教会の集会がとても
気に入りました。「前列の方に行って，
みんなの近くにいたかったのですが，自
分がひどい臭いがすることを知ってい

たので，後方にいました。」
エリックは宣教師たちに言いました。

「わたしが学んでいることは真実です。」
彼は自分がバプテスマを受けたいけれ
ども，傷口をぬらさないように医者から
警告されていることを伝えました。「答
えを与えてくださると神を信頼していま
す」と彼は言いました。エリックは
1 年ほど教会に集いましたが，体調が
悪化し，車椅子を押すことができない
ほど体が弱くなってしまいました。

最終的にエリックは病院に連れて行
かれました。ガーナでは，患者は自分
で飲み水や食べ物，ベッドのシーツや
枕，医薬品，包帯などを用意しなければ
なりません。そのためのお金がなけれ
ば，診てもらえません。エリックの母親
と姉妹たちはできるだけのことをしま
した。彼は，食べ物や薬を時々しか受
け取ることができなかったため，だんだ
ん弱っていきました。

予想外の訪問
それから間もなく，エリックは予想外

の訪問を受けました。教会で彼の写真
を見た宣教師のペプラ姉妹とナフナ姉
妹が，病院にお見舞いに来て，食べ物を
持って来てくれたのです。最後に教会
に集ってから1 年がたっていましたが，
自分がまだバプテスマを受けたいと望
んでいることを彼らに伝えました。

数日後，エリックの姉がお見舞いに
行くと，彼はとても体調が悪い様子でし
た。彼女は走って家に帰り，母親に伝
えました。エリックとともに事故に遭っ
た母親も足に障がいを負っていたので，
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一歩ずつ顔をしかめながらも，病院まで歩いて
来ました。「家に帰るべきよ」と母親はエリッ
クに言いました。「もし死んでしまうのなら，近
くにいてほしいの。」

次の朝，姉妹宣教師たちが家に来ました。
「病院にいなかったので，ここに来ました」とペ
プラ姉妹が言いました。彼らとともに，ニュー
ジーランドから来た夫婦宣教師のウッド長老と
姉妹もいました。彼らは必要な物を確認してか
ら，必ず戻って来ると約束しました。

数日後，エリックの父親はエリックを除く家
族全員を農場に連れて行ったので，彼は再び食
べ物も水もない状態で取り残されてしまいまし
た。ウッド長老と姉妹が戻って来たときには，
エリックは一人でおなかをすかせていましたが，
二人は食べ物や水を持って来ていました。次の
日も彼らはエリックを訪問しましたが，彼の足
から体液が滴っていることに気づき，太ももに
傷の開いた潰

かい

瘍
よう

を見つけました。二人はすぐに
エリックを病院に連れて行きました。

ウッド夫妻はアメリカから医療チームが人道
支援のためにガーナに来ることを知りました。
その医療チームはエリックのために手術を無料
で行ってくれるというのです。そして外科医がエ
リックの足の潰瘍の治療をしてくれました。し
かし彼の症状が深刻であり，骨髄炎も併発して
いるのを見て，ガーナではすべての必要な処置
を行うことはできないと判断しました。その医
師の勧めにより，人道支援団体はエリックがア
メリカで必要な治療を受け，傷を完全に塞ぐこ
とができるように手続きをしてくれました。
それに加え，教会員によって運営され
ているガーナのウィネバにある施設
が彼を受け入れてくれることになり，
彼は再び学校に行って義務教育を
終えられることになりました。

主が与えてくださった
エンジニアをしていたウッド長老は，エリッ

クの手こぎの三輪車を作り変えました。エンジ
ニアとしての経験を生かして，車椅子を全面的
に改良したのです。ウッド長老は，医者でも
あったガーナ・クマシ伝道部のコスグレイブ伝
道部会長にも相談しました。二人とも，注意深
く対処すれば，エリックがバプテスマを受けら
れると感じていました。
「ウッド長老はわたしの体をラップで包み，そ

の周りをテープで止めました」とエリックは説
明します。「それから，消毒剤で
殺菌してある水の入ったフォン
トの中にわたしを担ぎ入れ
ました。わたしは 2016 年
6 月 26 日にバプテスマを
受けました。」エリックは主
に頼り，主は方法を備えて
くださったのです。■
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失敗への恐れが， 
自分の才能を伸ばすことや 
成長する機会を 
求めることを 
妨げていました。

教会機関誌
サラ・キーナン

わたしが 6歳のとき，父はわた
しと姉をバスケットボールに
誘いました。本物の体育館

でプレーするのは初めてでした。わた
しの小さな手にはバスケットボールは
重く，ゴールは一番低くされていたの
に，圧倒されるほど高く感じられまし
た。
「大丈夫だよ。ただシュートを打って
ごらん」と父が言うと，
わたしは父の方を向いて，「でも，外

したらどうしよう？」と尋ねました。
それから20 年以上たった今では，

シュートが入ったかどうか覚えていませ
んが，そのとき，次のように感じた恐れ
は覚えています。「もし，外したらどう
しよう？ ベストを尽くしてもうまくいか
なかったら？ 失敗したらどうしよう？」

失敗を恐れる
同じような失敗を恐れる気持ちに，

わたしは人生を通じて悩まされてきま
した。長い時間をかけて，その恐れを
克服するのに十分な経験やスキルを自
然に身につけてきました。しかし，わず
かながら，恐れからの影響を受けてい
ました。わたしは上手にできるように

でも，外したら 
どうしよう？

なるまでスポーツに挑戦しませんでし
た。学校でも，自分の得意でない教科
は避けてきました。新しい活動に挑戦
してみて，上手にできないときの解決策
は，すぐにやめてほかのもっと上手にで
きることをすることでした。
そして，伝道に出ました。そこで初め

て，自分の弱さがだれの目にも明らかな
のに，そう簡単にはやめるわけにはいか
ない状況に遭遇しました。言葉を発す
るのが難しく感じられました。新しい
言語で教えることも大変でした。毎日，
何度も拒絶されました。わたしは，
シュートを打っても外してばかり，つま
り，常に失敗していたので，諦めて家に
帰るという，自分の失敗に対する解決策
に従おうかと悩んだ日々もありました。

翻訳の問題
そのころ，オリバー・カウドリが金版

を訳そうと試みた話から，わたしがほ
んとうに必要としていた霊感と教えを
受けました。ジョセフ・スミスの筆記者
として数週間働いた後，オリバーは自分
も金版を翻訳できるのではないかと思
い始めました。
ジョセフは主に尋ね，オリバーも翻訳

ヤ ン グ ア ダ ル ト
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することが許されるであろうという答え
を受けました。しかし，主はオリバーに
幾つかの勧告をお与えになり，そのう
ちの二つは「忍耐強くあ〔る〕」ことと，
「恐れてはならない」ということでした
（教義と聖約 6：19，34）。
翻訳は，オリバーが想像していたほど

簡単なことではありませんでした。言
葉が思うように出てこないと，彼はいら
だち，やがて諦めてしまったのです。

機会を見落とす
その出来事について学んでいたとき

に，オリバーの問題が自分の問題と似
ていることに気がつきました。彼は，
翻訳の技術をすぐに身につけられると
思い込んでいましたが，実際に行ってみ
てそううまくはいかないこと，そしてそ
の賜物を磨くために何度も失敗するで
あろうことを理解すると，自分が自信を
もって務められる筆記者に戻りました。

主の勧告は正確でした。オリバーは自
分自身や神に対して忍耐ができず，ま
た恐れを抱いていました。そのため，
神は翻訳の機会をオリバーから取り去
られました（教義と聖約 9：3参照）。
わたしは，これまでに失敗への恐れ

がどれほど自分の成長を妨げていたの
か気づきました。「シュートを外す」こと
を非常に恐れて，シュートを打たなかった
り，数回挑戦しただけでやめてしまって
いました。失敗を避けようとすることで，
将来の成功のための機会を失っていた
のです。わたしは自分自身と神に対して
忍耐強くなれず，恐れも感じていました。
オリバー・カウドリの話は，わたしに

希望をもたらしてくれした。主はオリ
バー・カウドリに，そのときは翻訳がで
きないと述べられましたが，「ほかの記
録があるので，わたしはあなたに力を与
えて翻訳を助けさせよう」とも約束され
ました（教義と聖約9：2）。オリバーの

翻訳の機会は失われたのではなく，遅
らされたのです。同様に，わたしが逃し
た機会も失われたわけではないので
す。わたしがもっと忍耐して，失敗を恐
れて挑戦するのをやめなければ，主は
より多くを与えてくださいます。

恐れに失敗する
わたしは失敗への恐れを克服すると

決心しました。もちろん見ず知らずの
人に話しかけることも，外国語で教える
ことも緊張しましたが，どちらも上達し
ていきました。それらのスキルは，伝道
後もわたしの人生において助けとなって
います。
今でも，新しいことに挑戦したり，特

に得意ではないことをしたりするときに
は躊躇することがあります。しかし，忍
耐強くあることを学びました。シュート
を打ち続けて，外すことを恐れないこと
を学んだのです。■



伝道に
あなたが 



 2 0 1 8 年 8 月 号  51

青
少
年

ても緊張しましたが，毎日知らない人
に話しかけるので慣れてきます。出会
う人全員がメッセージを聞いてくれる
わけではないことは知っていますが，
興味を持つ人もいます。ですから，い
つでも進んで話しかけなければなりま
せん。実は，人と出会って知り合うこ
とが楽しくなっていきます。」

あなた：「福音を教えるのは難しいで
すか。」
専任宣教師：「はい。上手に教えるた
めには練習が必要ですが，宣教師訓練
センターで良い訓練を受けました。教
えを聞く人々の必要を満たし，彼らの
質問に答える方法でレッスンを教えよ
うとしています。上手に福音を教える
ために毎日勉強します。何よりも，御霊
の導きを感じます。宣教師として任命
を受けていることは助けになります。」

あなた：「伝道は大変ですか。」
専任宣教師：「はい。週に 70 時間く
らい働きますが，とても充実した時間
です。もちろん，期待どおりに人々が
成長しないとがっかりすることもあり

教会機関誌
ライアン・カー

伝道に出ることについて考えたことはありますか。もし考えたことがあれ
ば，伝道はどういうものか想像してみたことがあるでしょう。何人かの専
任宣教師に質問をします（本物の宣教師に聞くわけではありませんが，

回答は代表的なものです）。

あなた：「こんにちは，長老たち。長
老たちは通常，1日をどのように過ご
しますか。」
専任宣教師：「朝早く6 時半に起きま
す。それから数時間は福音や伝道地
の言語を学びます。 1 週間の目標を
確認し，1日の計画をします。相手が
約束の時間に来なかったときのための
代替計画も考えます。そしてアパート
を出て一日中働きます。教える人を見
つけ，会員との伝道を調整し，レッス
ンを教えに行きます。」

あなた：「これまでホームシックになっ
たことはありますか。」
専任宣教師：「はい。特に伝道の初め
にはそうなりました。でも，週に一度，
家族に電子メールを送ったり，彼らか
らのメールを読んだりすることができ
ます。ホームシックを克服する一番の
方法は，伝道に集中することだという
ことが分かりました。」

あなた：「知らない人と話すことについ
てどう感じますか。」
専任宣教師：「任地に着いた当初はと

伝道に出るというのはどんな感じでしょうか。

召される前に
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ますが，総じて言えることは，人々が
霊的に進歩するのを助ける主の御手
に使われる道具となることは祝福だと
いうことです。人々が証を得て改心す
るのを助けられるのは御霊だけであ
ることを知っているので，わたしたち
は聖霊の力によって教えるように努め
ています。」

あなた：「自分に証があるかどうか確
信がもてない場合はどうすればよいで
しょうか。」
専任宣教師：「それでも大丈夫です。
祈りと聖典学習を続けてください。教
会やセミナリーに行って，可能なら神
殿に行ってください。御霊を感じる機
会が多ければ多いほど，証は強くなり
ます。家庭の夕べで自分の信じてい
ることを伝える練習をしましょう。モ

ルモン書を読んでください。福音を教
える助けとなります。」

あなた：「伝道に出るためにどんな準
備をしましたか。」
専任宣教師：「そうですね。数年かか
りましたが，聖文，特にモルモン書を研
究し，教会やセミナリーに出席しまし
た。仕事をしてお金をためました。そ
れでも，『わたしの福音を宣べ伝えな
さい』を読み，伝道準備クラスにもっ
と頻繁に出席すればよかったと思い
ます。また，料理ももっと習っておけ
ばよかったと思います。」

あなた：「わたしはいつか宣教師にな
れるでしょうか。」
専任宣教師：「もちろんです！ 全世
界には 7 万人くらいの宣教師がいて，

だれもが最初に同じ望みを持ちまし
た。『あなたがたは神に仕えたいと望
むならば，その業に召されている。』
（教義と聖約 4：3）しかし，準備も必
要です。霊的面だけでなく，経済的
に，身体的に，そして社会的に準備が
必要です。」

あなた：「そのほかに準備の助けにな
ることは何ですか。」
専任宣教師：「福音に従って生活し，
最善を尽くして戒めを守ることを目標
としてください。そうすれば，証が強
まり，御霊を受けるにふさわしくなりま
す。宣教師になったとき，福音が真実
であるという個人的な経験に基づい
て証したいと思うでしょう。ですか
ら，福音の原則についてさらに深く学
ぶ時間を取り，それらの原則を生活の
中で実践しましょう。」

専任宣教師：「また，次のページの質
問を読むよう，お勧めします。ビショッ
プまたは支部会長はあなたの宣教師
志願書に記入する際，その質問をあな
たに尋ねます。これらの質問を知っ
ていることは準備の助けになります。
両親や教会の指導者とともに，これら
の質問について話し合ってください。
たくさんの質問がありますが，圧倒さ
れないでください。明日から宣教師
訓練センターに入るわけではありませ
ん。時間を取ってよく準備すれば，伝
道地での初日はふさわしく，喜びにあ
ふれ，奉仕する準備ができている状
態で迎えられるでしょう。」■
筆者はカナダ・モントリオール伝道部で専任
宣教師として奉仕しました。
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面接の質問

伝道に出ることを選択すると，あなたと教会指導者はこの神聖な奉仕の機会が喜ばしく，

霊感あふれるものとなるようにしたいと思うことでしょう。その目標を考慮して，よく準備

し，ふさわしくあり，よく仕えられるようにすることは大切です。準備の助けとして，ビ

ショップや支部会長があなたの準備がどれほどできているかを見極めるためにする質問を

挙げました。これらについて，ビショップや支部会長，両親，教会指導者といつでも話し合

うことができます。

ふさわしさと証

1．あなたは永遠の父なる神とその御子
イエス・キリストと聖霊に対して，信仰と
証を持っていますか。

証：「しかし見よ，もしあなたがたが
目を覚まし，能力を尽くしてわたし
の言葉を試し，ごくわずかな信仰で
も働かせようとするならば，たとえ
信じようとする望みを持つだけでも
よい。わたしの言葉の一部分でも受
け入れることができるほどの信仰に
なるまで，その望みを育ててゆけ。」

（アルマ 32：27）

2．イエス・キリストが神の独り子であ
り，世の救い主，贖い主であられるとい
う証を持っていますか。あなたの証を分
かち合ってください。イエス・キリスト
の贖罪によって，あなたの人生はどのよ
うな影響を受けてきましたか。

3．悔い改めとはあなたにとってどのよ
うなことですか。あなたは過去の過ちを
完全に悔い改めたと感じていますか。

悔い改め：「人が罪を悔い改めたか
どうかは，これによって分かる。す
なわち，見よ，彼はそれを告白し，そ
してそれを捨てる。」（教義と聖 約
58：42 － 43）

4．福音とイエス・キリストの教会が預
言者ジョセフ・スミスを通して回復され
たこと，ラッセル・M・ネルソン大管長
が神の預言者であるということに関し
て，あなたの証を分かち合っていただけ
ますか。

5．モルモン書が真実であるという証が
ありますか。

6．専任宣教師としての奉仕を行うには，
福音の標準に従って生活することが求め
られます。以下の標準はどのような意味
であると理解していますか。
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a．純潔の律法
純潔の律法に関連して，これまで話してき
た事柄に調和した生活を常に送ってきまし
たか。送ってこなかった場合，罪を犯した
のはどれくらい前でしたか。悔い改めるた
めに何をしましたか。

純潔の律法：「純潔とは性的な清さ，
『神にとって喜ばしい』状態を意味し
ます（モルモン書ヤコブ 2：7）。純潔
であるためには，思い，言葉，行いにお
いて道徳的に清くなければなりませ
ん。法的に結婚するまでは決して性的
な関係を持ってはなりません。」（『真理
を守る ― 福音の参考資料』97）

b．ポルノグラフィーを避ける

ポルノグラフィーを避ける：大管長会
のダリン・H・オークス管長は，ポルノ
グラフィーとの接触は，偶然に見てし
まうことから衝動的に接触する，また
は依存状態に至るまで様々な度合い
にわたると説明しています。どの段階
にいるか知ることが，適切な解決法を
見いだす助けとなります。『リアホナ』
2015 年 10 月号の 50 － 55 ページ
にある「ポルノグラフィーのわなから
抜け出す」，または overcomingporno 
graphy.orgでさらに学んでください。

c．什分の一の律法

d．知恵の言葉 ― 薬物の使用や処方薬
の乱用も含む

e．安息日を聖く保つ

f．あらゆる言動において正直である

あなたは，これらすべての標準に従って生活
してきましたか。現在，これらの標準に従っ
て生活していますか。また専任宣教師とし
て，これらの標準に従って生活しますか。

能力と適格性

7．法的措置を受けていませんか。

8．逮捕されたか，有罪判決を受けたか，
記録が抹消されたかどうかにかかわらず，
刑法に対する重大な違反を犯したことが
ありますか。

9．告訴されたか，有罪判決を受けたか，
記録が抹消されたかどうかにかかわらず，
どのような形であれ，これまでに子供を
性的に虐待したことがありますか。

10．伝道前に解決しておくべき，そのほか
の重大な罪や過ちを犯していませんか。

11．末日聖徒イエス・キリスト教会が受け
入れている教えや行動に反することを教
えるグループや個人と関係を持っていま
せんか。そのようなグループや個人の教
えや行動を支持し，共鳴していませんか。

12．あなたには，未払いの負債がありま
すか。伝道前に，どのようにその負債を
完済するつもりですか。あるいは伝道中
どのように管理するつもりですか。

13．現在，あるいは過去に，宣教師として
の通常の日課をこなすのに支障を来す，
身体的，精神的，情緒的な状況を経験した
ことがありますか。宣教師の通常の日課
とは，1日に 12 －15 時間働き，そのう
ち 2 － 4 時間は学習，8 －10 時間は歩
くか自転車に乗るといった内容です。

14．失読症をはじめとする読字障がいだ
と診断された，あるいは治療を受けたこ
とはありますか。ある場合，聖典やその
ほかの文書を声に出して読むことに問題
はありませんか。同僚の助けがあれば，
適切な聖句やそのほかの情報を覚えるこ
とができると思いますか。現在，どのよう
にこの障がいを補完していますか。

15．発語障がいだと診断された，あるい
は治療を受けたことはありますか。ある
場合，人前で話をすることに問題はありま
せんか。学び，教え，人と話すための手段
を十分に持ち合わせていると感じますか。

16．次の状況に関して服薬そのほかの治
療を受けたことがありますか ―注意欠
陥障がい（ADD），注意欠陥多動性障が
い（ADHD），不安神経症，うつ，強迫性
障がい（OCD），自閉症スペクトラム障が
い（アスペルガー 症候 群 を含む）。「は
い」の場合，説明してください。

17．これらの状況についてかつて治療を
受けていたが中断した場合，医師の監督
の下で中断しましたか。そうでない場合，
なぜ中断しましたか。治療や服薬がない
状態において，あなたの調子はどうです
か。これらの問題に対する治療を最後に
受けたのはいつでしたか。■

lds.org/go/81850 で伝道の準備についてのビデ
オやそのほかのリソースを見つけることができ
ます。

立派に伝道することを妨げる，ふさわしさにかかわる状況や健康状態の多くは克服
できるものです。必要な助けを求めてください。伝道に出る準備ができたときに健
康上の問題が続いていれば，ビショップや支部会長に知らせてください。そうするこ
とで，教会はあなたに伝道部を割り当てる前に状況を考慮することができるでしょ
う。例として，これらの質問に続く，フレッチャー姉妹の話を参考にしてください。
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エリカ・フレッチャー

伝道資金の貯金箱に最初の1 ペニーを入れたときから，わたしは伝道に出たい

と思っていました。姉妹は19 歳で伝道に出られると発表されたとき，わた

しはすでに 12 年間資金をためていました。それが正しい時期かどうかは分かりま

せんでしたが，主はわたしの祈りに答えてくださり，伝道に出るための書類を準備し

始めるよう霊感を受けました。

伝道の召しがわたしにとって正しいものであってほしいと思っていましたし，教会

の指導者に対して，特にわたしの健康について正直に話すことでしか平安を得られな

いと知っていました。わたしにはてんかんという，予期できない発作を引き起こす

病気があります。幸運にも，症状は薬で完全に抑えることができています。しかし，

薬に頼っていることで奉仕する場所が限られることになるかもしれませんでした。

ドミニカ共和国サントドミンゴ東伝道部に召されたときにはほんとうに驚きまし

た。でも問題がありました。ドミニカ共和国ではわたしの薬は入手できないことが

分かったのです。困惑しました。なぜ主は，薬が使えない場所へわたしを送るよう

教会指導者に霊感を与えたのでしょうか。

家族とわたしは答えを求めてともに祈りました。わたしは，主がドミニカ共和国

でわたしに伝道してほしいと望んでいらっしゃるという強い確信を感じ，わたした

ちは伝道の準備に取りかかりました。医師は18 か月間分の処方箋を書いてくれま

したが，持っていた保険では1 年分の薬しか払えず，残りの 6 か月分は実費となり

ました。信仰をもって前進するにつれ，最後には解決できる方法が見つかりました。

按手されたとき，ステーク会長は伝道期間中，わたしの健康が影響を及ぼさない

ことを祝福し，わたしはその約束は成就したと証することができます。自分の肉体

的な限界まで働きましたが，イエス・キリストの贖いを通して，伝道前そして伝道

期間中に直面した困難を克服することができたと知っています。■

てんかんの持病が
あるにもかかわらず，
フレッチャー姉妹（左） 
は伝道に出て奉仕する 
ことができました 

（同僚，伝道部会長夫妻 
とともに写した写真）。
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教会機関誌
シャーロット・ラーカバル

宣教師になることについて教義と聖約が教える 
5つのこと

あなたが伝道の準備をしているか，または自分が
信じていることを友人に話す方法を探している
なら，もう一つの宣教師の手引き書と呼べるほ

どのすばらしいガイドがあります。
それは教義と聖約です。そこでは永遠の家族，死後に
何が起こるか，イエス・キリストの教会はどのように組織さ
れるべきかについて，新しくかつすばらしい教義を見いだ
すことができます。また，福音を分かち合うようにという戒
めを何度も見いだします。実際，宣教師に向けて述べられ
たすべての約束と勧告を考えると，この聖文を福音を分か
ち合うためのガイドとして見なすことができます。
例として，教義と聖約を読むだけで伝道について学べる，
5つのすばらしい真理を挙げます。

どこに行くか 
心配する必要はありません。

教義と聖約 80 章 3 節：「そ
れゆえ，あなたがたは行っ
て，わたしの福音を宣べ伝え
なさい。北であろうと南で
あろうと，東であろうと西で
あろうと，どこでもよい。あ
なたがたは迷うことはあり
得ないからである。」

「この聖句の『どこでもよい』

という主の言葉は，主の僕が

どこで働こうが主は関心をお

持ちでないという意味ではな

いと思います。事実，主は深く

心にかけておられます。……

主は権能を持つ僕に霊感を与

え，導き，指示を与えられるの

です。宣教師がさらにふさわ

しく，主の御手に使われる者

になろうと努力し，務めを忠

実に果たそうと最善を尽くす

とき，主の助けにより，彼らは

『迷うことはあり得』ません。

働く場所がどこであろうとで

す。」1

―デビッド・A・ベドナー長老

1 2
聖文を蓄えるように 
してください。 
そうすれば言うべきことが 
分かるでしょう。

教 義 と 聖 約 84 章 85 節：
「絶えず命の言葉をあなた
がたの心の中に大切に蓄え
るようにしなさい。そうす
れば，それぞれの者に必要
な部分が，必要なそのとき
に授けられるであろう。」

「研究と信仰によって聖文の

言葉と末日の預言者の言葉を

大切に蓄えるとき，福音を分

かち合う望みが強められま

す。あなたが何を言い，何を

教えるべきかは，御霊によっ

て知らされると約束されてい

ます。」2

―『わたしの福音を宣べ伝えなさい』
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3 4 5
目標を立てる

これはただの始まりにす
ぎません。教義と聖約を
研究するときに，伝道活動
についてできるだけ多く学
ぶという目標を立てましょ
う。そして，これらの幾つ
かの教えに従って生活を
始めるよう，できることを
すべて行ってください。忘
れないでください。「あな
たがたは神に仕えたいと
望むならば，その業に召さ
れている。見よ，畑はすで
に白くなり刈り入れを待っ
ているからである。」（教
義と聖約 4：3－4）■

注
	 1.	デビッド・A・ベドナー「主の業
に召される」『リアホナ』2017年
5月号，68

	 2.	『わたしの福音を宣べ伝えなさ
い―伝道活動のガイド』19

	 3.	デビッド・A・ベドナー「主の業
に召される」70

	 4.	ゴードン・B・ヒンクレー「伝道
活動」世界指導者訓練集会，
2003 年 1月11日，20

	 5.	ボイド・K・パッカー「キリスト
の光」『リアホナ』2005 年 4月
号，10 参照

福音を探している人は 
どこにでもいます。

教義と聖約 123 章 12 節：
「地上のすべての教派や宗
派，門派の中には，欺こうと
待ち伏せる人々の狡猾な悪
巧みによって目をくらまさ
れ，見いだす場所を知らな
いということだけで真理を
得られずにいる多くの人が
いる。」

「皆さんは日々，『見いだす場

所を知らないということだけ

で真理を得られずにいる』友

人や隣人に囲まれています。

御霊に導かれるときに，皆さ

んは自分の考えを述べ，招き，

回復された福音の真理を友人

に紹介するメールやツイート

をすることができます。」3

―デビッド・A・ベドナー長老

よく教えるために 
よく祈ってください。

教 義 と 聖 約 42 章 14 節：
「御霊は信仰の祈りによって
あなたがたに与えられるで
あろう。そして，御霊を受け
なければ，あなたがたは教
えてはならない。」

「宣教師は，……自分の舌が

緩められ，これから教える

人々に祝福をもたらす話がで

きるように，ひざまずいて主

に嘆願しなければなりませ

ん。こうすれば宣教師の生活

に新しい光が注がれます。伝

道にもっと熱心になれます。

ほんとうの意味で，自分が主

に代わって語る主の僕である

ことが分かるようになります。

そして自分が教える人からの

反応が変わったことが分かり

ます。」4

―ゴードン・B・ヒンクレー大管長
（1910 － 2008 年）

聖霊はあなたが話すことを 
証してくださいます。

教 義と聖 約 100 章 7－ 8 
節：「しかし，わたしはあなた
がたに一つの戒めを与える。
あなたがたがわたしの名に
よって告げることは何であろ
うと，すべてのことについて
厳粛な心と柔和な心で告げ
なければならない。わたし
はあなたがたにこの約束を
与える。すなわち，あなたが
たがこれを行うならば，聖霊
が注がれて，あなたがたの述
べるすべてのことを証するで
あろう。」

「聖霊はキリストの光を通し

てさえも影響を与えることが

おできになるのです。福音の

真理の教師は，まったく未知

のものや新しいものを大人や

子供の心に植え付けるわけで

はありません。そうではな

く，宣教師や教師は，すでに

そこにあるキリストの御霊に

触れることができるよう助け

ているのです。福音は，だれ

にとっても慣れ親しんだ響き

を持っています。」5

―ボイド・K・パッカー会長
（1924 － 2015 年）
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教会機関誌
エリック・B・マードックとジョシュア・J・パーキー

これまであなたは，なぜ教会があるのですか，または，な
ぜ教会が必要なのですか，と聞かれたことはありません
か。人々はなぜ，自分で霊的になれないのでしょうか。

山や海辺など，特別な場所に行って神を近くに感じるだけでよしと
してはいけないのでしょうか。

どこにいても，神を近くに感じられることは確かですが（実際，こ
れはほんとうによい考えです！），天の御父はあなたのために一般的
な精神性よりもさらにもっとすばらしいことを用意しておられます。
神はあなたが最高の自分になることを望んでおられます。事実，神
は御自分が持っておられるすべてをあなたが受け継ぎ，永遠の命を
得るように望んでおられるのです。そして，あなたがそうできるよう
に，神は一つの計画と組織を備えられました。その計画とは救いの
計画であり，末日聖徒イエス・キリスト教会がその組織であり，「全
地の面における唯一まことの生ける教会」なのです（教義と聖約 1：
30）。

わたしたちがほんとうに教会を必要とする理由が 6 つあります。

1. イエス・キリストの福音を学び， 
生活に取り入れる

教会の会員であることの祝福の一つは，
完全な福音を学べるということです（教義と
聖約 1：17－23 参照）。わたしたちが学び
たいと心から望み，そして謙遜，勤勉，従順
であれば，復活とイエス・キリストの贖罪に
関する証を得て希望を持つことができます。

教会の指導者と教会の資料から，福音の
回復，今日の預言者の召し，神会の本質など
の基本的な教義を学ぶこともできます。真
実の教義に従って生活することにより，喜び
と幸福を得ることができます。

6  

教会を 

ほんとうに必要とする 

つの理由
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そこでわたしたちは啓発され， 
真理を学びます。 

教会は，わたしが知る必要のある 
知識を与えてくれます。 

それは救いの計画に関する知識です。

ニコラス・M， 
（アメリカ合衆国，オハイオ州）

会員が集まり，互いに助け合って学び， 
成長することのできる環境を作るために 

教会があります。すべての人がほかの人に 
関心を向け，わたしたちが愛し，気にかけて 

いる人の重荷を軽くすることによって， 
会員がさらにキリストに似た者となること
を助けるために教会が存在しています。 

教会はさらに，人々が安心して生活できる 
ような安全な場所を提供しています。

ジェレミー・P， 
（アメリカ合衆国，イリノイ州）

教会を通じてわたしたちは， 
儀式を受け，聖約を交わし，家族を 
永遠に結び固めることができます。 
教会はこの地上で神権の権能と 

権威をもった天の御父の組織です。 
教会は，人々に福音の真理を教え， 

キリストのもとに来るように， 
そして人々を昇栄に備えるように教えます。

シャンテーレ・M， 
（オーストラリア）

2. 必要不可欠な儀式を受け， 
聖約を交わす

御父の業は「人の不死不滅と永遠の命をもたらすこと」です（モー
セ 1：39）。でもわたしたちは時々，御父の業にはわたしたちの働き
も必要であることを忘れているかもしれません。わたしたちは，福音
の儀式と聖約に従順であることによって永遠の命の祝福を受ける資
格がある者となります。ラッセル・M・ネルソン大管長はこう述べて
います。「望むだけでは，神のみもとに戻れません。その祝福が基づ
く律法に従う必要があります（教義と聖約 130：20 －21 参照）。」1

わたしたちが受ける儀式と交わす聖約は，天の御父のみもとに戻
り，御父とともに住むために必要なものです。これらの儀式と聖約に
は神権が必要で，それは神のまことの教会にだけ存在しています。
これらの聖約がなければ，神のみもとに帰れなくなってしまいます。

3. 互いに助け合いながら 
道を歩む

十二使徒定員会の D・トッド・クリストファーソン長老はこう教え
ています。「主が教会を所有しておられる重要な理由の一つは，『永
遠の命に至る細くて狭い道』にあって互いを支え合う聖徒の共同体
を作ることなのです」（2 ニーファイ 31：18）。」2

わたしたちは教会で，互いを思いやる関係を築きます。ともに導
き，道案内をし，並んで歩くとき，互いに助け合って困難なときを通り
抜けることができます（「神の子です」『賛美歌』189 番；エペソ 2：
19 参照）。十二使徒定員会のジェフリー・R・ホランド長老はこう
言っています。「わたしたちは皆神の子であり，互いに教え合い，道
を見いだせるよう，助け合わなくてはなりません。」3  教会はそれを行
うための最適な場所です。
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教会を通じて，わたしは両親や 
きょうだいたちとともに永遠の 

家族を持つことができ，いつの日か， 
自分自身の家族を持つことができます。

ウィルフォード・P， 
（ブラジル，サンパウロ）

教会は，わたしたちが愛と福音を 
この地上に広め，道徳的な暗闇に 
ある世界に光をもたらすように 

助けてくれます。

ケンジ・B， 
（アメリカ合衆国，ワシントン州）

教会を通してわたしたちは， 
不死不滅と永遠の命に続く道を 

歩むことができます。 
そこでわたしたちは， 

天の御父と自分の家族と永遠に 
生活することができるのです。

エマ・W， 
（アメリカ合衆国，ニューハンプシャー州）

4. 家族が永遠の命を 
得られるように助ける

教会が存在するもう一つの大切な理由は，家族が永遠の命を得られ
るように助けることです。神殿における結び固めの儀式により，家族
が永遠に一緒にいられるようになります。それが実現するには，その
ような祝福を受けるにふさわしく生活しなければなりません。教会は，
家族が互いに助け合ってそのような生活ができるように助けます。

クリストファーソン長老が教えているように，「教会が福音を教え，
神権の儀式を施しているのは，家族を永遠の命に備えさせるためな
のです。」4  このように，教会はわたしたちが聖約に従って生活できる
ように助けます。すなわち，わたしたちが互いに支え合って道を歩め
るように助けてくれるのです。

5. 世界中のすべての人を 
祝福する

クリストファーソン長老は，わたしたちが教会でともに働くとき，天
の御父は「個人や少数の人では成し遂げられない事柄を達成〔され
る〕」と言っています。5

過去 30 年にわたり，教会が福祉，人道支援，奉仕プロジェクトに
4,000 万米ドルの寄付してきたことをあなたは知っていましたか。教
会員の惜しみない献金と奉仕活動により，ほかの方法ではできない
ことを成し遂げてきました。

教会の類いまれな宣教師プログラムを通して，宣教師たちは世界中
の人 と々福音の光を分かち合っています。現在 10 万 5,000 人近くの
宣教師（ヤングアダルトとシニアを含む）が奉仕しています。すばら
しいですね。これは幾つかの都市の人口よりも多い数です。

会員の献金により，教会には世界中に神殿を建てる資金がありま
す。 2018 年 4 月現在，稼働中，建設中，発表された神殿を合わせる
と 182 に上ります。
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教会は，わたしたちが組織や教えを 
維持し，会員のための支援システムを 

作るように助けてくれます。 
教会を設立することにより， 

主は正しい教義が教えられることを 
確実にしておられます。教会は， 

キリストがわたしたちに望んでおられる 
ような生活をする助けとなる啓示，標準， 
ガイドラインを会員に提供しています。

レイチェル・F， 
（アメリカ合衆国，アリゾナ州）

教会を通じて，個人ではできないことを 
達成することができます。

エマ・W， 
（アメリカ合衆国，ユタ州）

天の御父がこの時代が困難な時代で 
あることを御存じなので， 

教会はわたしたちを助けてくれます。 
天の御父は，わたしたちがこの地上で 

導く預言者が必要なことを 
知っています。天の御父は 

わたしたちを知っておられます。

マシュー・P， 
（アメリカ合衆国，ニューハンプシャー州）

6. 地上に 
神の王国を築く

神が教会を建てられた最も重要な理由の一つは，教会がこの地
上における神の王国だからです（教義と聖約 65 参照）。主はジョ
セフ・スミスとその後のすべての預言者に神権の鍵を与えられまし
た。クリストファーソン長老はこう教えています。「それらの鍵の権
能の中に，教会の神権役員は，救い主の教義の純粋さと儀式の完
全さを保っています。」6

教会の指導者を通じ，主は御自分の業を管理され，その子供たち
を教え導いておられます。そのような指導者がいなければ，様々な
種類の間違った考えや教えが脅威となって，わたしたちを暗闇，す
なわち禁断の道に導いてしまうことになります。言い換えると，どう
すれば永遠の命を得られるかを理解できるように，わたしたちには
正しく召され，聖任された預言者と使徒による守りが必要なのです。
それは主の教会でなければあり得ないことです。■

注
 1. ラッセル・M・ネルソン「今こそ用意をする時期である」2005 年 4 月の総大会
 2. D・トッド・クリストファーソン「なぜ教会が」2015 年 10 月の総大会
 3. ジェフリー・R・ホランド「教会で教え，学ぶ」『リアホナ』2007 年 6 月号，58
 4. D・トッド・クリストファーソン「なぜ教会が」
 5. D・トッド・クリストファーソン「なぜ教会が」
 6. D・トッド・クリストファーソン「なぜ教会が」
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質  疑  応  答

時間を有意義に 
使うために， 
自由時間にどのような 
活動をするべきでしょうか

完結できることに 
取り組む
ほんとうに大切なことを
行ってください。わたし
は時々，インターネット検

索に 2 時間も費やしたり，意味のない
ことで時間を無駄にして，後で後悔す
ることがあります。新しい才能を伸ば
す，『神への務め』や『成長するわた
し』に取り組む，きょうだいや友達に
勉強を教える，庭の手入れをする，お
話を書く，整理整頓をするなど，でき
ることは限りなくあります。わたしが
守っているルールは，完結できること
に取り組むために自由時間を使うこと
です。
キンバリー・A，19 歳 

（アメリカ合衆国，アラスカ州）

自分が 
なりたい人になる
居間に次の言葉を掲示し
ています。「今日あなた
がしていることが，明日あ

なたが行きたい所に近づけているか
自問してください。」どのような人にな
りたいか，そしてどのような目標がある
か考えてください。その目標を達成す
る助けになることを行う選択をしてく
ださい。御霊がともにいてくださるの
にふさわしいこと，さらに『若人の強
さのために』にある標準と一致するこ
とを行ってください。
エミー・P，16 歳 

（アメリカ合衆国，ケンタッキー州）

「アルマは次のように
教えたとき，優先順
位について語ってい
たのです。『この世
の生涯は試しの状
態，すなわち神にお
会いする用意をする
時期……となった。』
（アルマ12：24）神
にお会いする用意を
するために時間とい
う貴い贈り物を最も
有効に使うには少し
指針が必要かもしれ
ませんが，わたした
ちは間違いなく，主
と家族を最優先事項
に挙げることでしょ
う。」
七十人 
イアン・S・アルデルン長老 

「用意をする時期」 
『リアホナ』2011 年 11 月号，

31－ 32



青
少
年

神がわたしたちのしようとしている決断をすべて御存じなら， 
選択の自由にどんな意味があるのでしょうか

写真を，2018 年 9 月 15 日必着で liahona.
lds.org からお送りください（「投稿する」を
クリックしてください）。電子メールの場合は
liahona@ldschurch.org までお送りください。

掲載される際，誌面の都合上，あるいは明瞭な
表現にするために編集されることがあります。

本誌の答えは，問題解決の一助となるように意図されたものであり，
教会の教義を公式に宣言するものではありません。
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ようになることができるという計画を作られました（教
義と聖約 93：27 － 32；アブラハム 3：21－ 25 参
照）。自由意志は，自分の判断で行動することができ，
強制されないことを意味します（2 ニーファイ 2：14，
16，27 参照）。

神がわたしたちの性格をよく御存じで，わたしたちの
選択を事前に知っておられたとしても，それがわたした
ちにそのような選択をさせるのではありません。神がわ
たしたちを御存じで，わたしたちには選択の自由がある
という両面から，神は，強制によらずに，わたしたちに善
を行い，イエス・キリストを信じるように勧めておられ
るのです（モロナイ 7：16 －17 参照）。

人々はこの質問に何世紀も頭を悩ませてきました。わ
たしたちの答えは，二つの基本的な啓示された真理に
基づいています。

神はすべてのことを知っておられる。神に見えること
は時間の制限を受けません（教義と聖約 38：2 参照）。
さらに，この地上に来る前に神は非常に長い間，わたし
たちと個人的な関係を持っておられたので，神はわたし
たち一人一人の傾向や性格をわたしたち以上によく御存
じです。

わたしたちには選択の自由がある。わたしたちは英知
ある存在で，神の子供です。神はわたしたちを愛してお
られ， もしわたしたちが神に従うことを選ぶなら，神の

あなたはどう思いますか。

「どうすれば家族との関係を改善することが 
できますか。」

教義を研究する
非常によい自由時間の使い方は，主の教義を研究すること
です。永遠の観点から見ると，聖文，教会機関誌の記事，そ
のほかの心を高める資料を読むことには，ほかの活動よりも
多くの利点があります。
ジョシュ・C，13 歳（アメリカ合衆国，テネシー州）

モルモン書を研究する
わたしはモルモン書を研究することによって，自由時間がさ
らに有意義で価値あるものになるようにしています。モルモ
ン書はわたしたちの宗教のかなめ石です。預言者ジョセフ・
スミスは，わたしたちは「その教えを守ることにより，ほかの
どの書物にも増して神に近づくことができる」と言っていま
す（モルモン書，序文）。
リン・T，18 歳（ガーナ，アクラ）

賛美歌を歌ったり聴いたりする
自由時間にする一番好きな活動は，賛美歌を
歌うことです。できるだけたくさんの賛美歌を
覚えることを目標にしています。わたしはよく，
覚えたいと思っている賛美歌を何曲かダウン

ロードし，時間があるときにいつでも賛美歌を聴けるように
しています。
ジャスティス・O，16 歳（ナイジェリア，オルル）

目標を設定する
まず，数年後にどのような人になりたいのか考
える必要があります。その後，その目標を達成
するために自由な時間に何をするべきかを決め
るとよいでしょう。一日の終わりに，わたしは自

分の目標について考え，次の日の自由時間に何をするか予定
を立てます。
アゴステネーリ長老，20 歳（チリ・サンチアゴ西伝道部）
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神はほんとうに 

皆さんに 

語りかけたいと 

思っておられる 

でしょうか ? 

もちろんで
す！

ラッセル・M・ネルソン大管長

「教会のための啓示，わたしたちの人生のための啓示」 

2018 年 4 月総大会から
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毎週聖餐を取るときに，わた
したちは，いつも御子を覚
えていることを聖約します。

「覚える」という言葉に関する 400 近
い参照聖句から，いつも御子を覚えて
いられるようにするための方法を 6つ
ご紹介しましょう。
第 1に，わたしたちは御子と交わし
た聖約や約束，確約を信頼することに
よって，いつも御子を覚えていること
ができます。
第 2に，わたしたちは，生涯を通し
て主の御手があることを感謝の気持ち
で認めることによって，いつも御子を
覚えていることができます。
第 3に，「自分の罪を悔い改めた者
は赦され，主なるわたしはもうそれを
思い起こさない」という主の約束を信
頼することによって，（教義と聖約 58：
42），いつも御子を覚えていることが
できます。
第 4に，神は，常に喜んでわたした
ちをみもとに迎えるということを覚えて
おくように呼びかけておられます。
第 5に，安息日に聖餐を取ることに
よって，いつも御子を覚えていること
ができます。地上での務めが終わるこ
ろ，また復活後の務めが始まったばか
りのころの両方において，救い主はパ
ンとぶどう酒を取り，主の体と血を覚え

救い主をいつも 
覚えているための 

6 つの方法
十二使徒定員会

ゲレット・W・ゴング長老

大 切 な メ ッ セ ー ジ

ているようにと言われました。
聖餐の儀式で，わたしたちは進んで
御子の御名を受け，いつも御子を覚え，
御子が与えてくださった戒めを守るこ
とを父なる神に証明します。そうする
ことで，いつも御子の御霊を受けられ
るようになるのです（モロナイ4：3；
5：2；教義と聖約 20：77，79 参照）。
最後ですが，第 6に，救い主は，御
自身がいつもわたしたちを覚えておら
れるのと同じように，わたしたちも救
い主を覚えているようにと勧めておら
れます。
救い主はこう宣言されました。
「たとい彼らが忘れるようなことが
あっても，わたしは，あなたを忘れるこ
とはない。
見よ，わたしは，たなごころにあなた
を彫り刻んだ。」（イザヤ49：15－16。
1ニーファイ21：15－16も参照）
救い主は証しておられます。「わた
しは上げられた者である。十字架に
つけられたイエスである。神の子であ
る。」（教義と聖約 45：52）
いつでも，どのようなことについて
も，どのような所にいても，わたしたち
がいつも御子を覚えていられるよう，
へりくだり証し，祈ります（モーサヤ
18：9 参照）。■
2016 年 4月の総大会説教から。

台湾台北伝道部で 
宣教師として奉仕する。

1980 年 1月に 
ソルトレーク

神殿で 
スーザン・リンゼー 

と結婚。

4 人の子供と 
3 人の孫がいる。

あるコーチに 
勧められ， 

学校の 
アメフト 
チームの 

入部テストを受け， 
アメフトが 

大好きになる。

1986 年にワシントン D.C. にある 
合衆国国務省で補佐官を務める。

2018 年 3 月 31日に 
十二使徒定員会の 

会員として 
支持される。

カリフォルニア州
レッドウッド 
シティーで生まれる。
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わたしはいつもいのることが

いのりを思
おも

い出
だ

すカード いのりを思
おも

い出
だ

すカード

3.	どこでいのりますか？

自
じ

分
ぶん

の部
へ

屋
や

で

星
ほし

空
ぞら

の下
した

で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4.	何
なに

についていのりますか？

今
いま

自
じ

分
ぶん

がかかえている問
もん

題
だい

について

その日
ひ

あったことについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

5.	天
てん

のお父
とう

様
さま

からの答
こた

えをどのように聞
き

きますか？

聖
せい

文
ぶん

を読
よ

むとき

平
へい

安
あん

を感
かん

じるとき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

いのりについての質
しつ

問
もん

あなたが賛
さん

成
せい

できるものにチェックしてください。自
じ

分
ぶん

の
答
こた

えも書
か

きましょう。それから，いのりについて知
し

ってい
ることをほかの人

ひと

に伝
つた

えましょう。

1.	天
てん

のお父
とう

様
さま

は，なぜあなたにいのってほしいと思
おも

っ
ておられますか？

わたしは天
てん

のお父
とう

様
さま

の子
こ

供
ども

なので，わたしの話
はなし

を聞
き

きたいと思
おも

っておられるからです

わたしを助
たす

けたいと思
おも

っておられるからです 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2.	いつ，いのりますか？

毎
まい

朝
あさ

毎
まい

晩
ばん

こわくなったとき

何
なに

かを選
えら

んで決
き

めなければいけないとき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

わたしの	
いのり日

にっ

記
き

•	心
しん

配
ぱい

事
ごと

や助
たす

けが必
ひつ

要
よう

なことを書
か

き出
だ

します。
•	それについて，いのりの中

なか

で天
てん

のお父
とう

様
さま

に話
はな

します。
•	いのった後

あと

，静
しず

かに聖
せい

霊
れい

に耳
みみ

をかたむけます。
•	その後

ご

1 週
しゅう

間
かん

，答
こた

えを見
み

つけられるように，よく見
み

たり，聞
き

い
たりし続

つづ

けます。
•	受

う

けた答
こた

えを書
か

きとめます。

「最
さい

初
しょ

と，真
ま

ん中
なか

と，最
さい

後
ご

にすべきこと
は，	いのりです。」	
―ヘンリー・B・アイリング管

かん

長
ちょう

「わたしたちはいのりを通とお

して，主
しゅ

を知
し

り，信
しん

頼
らい

することができるようになります。」	
―ボニー・H・コードン姉

し

妹
まい
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イ
ラ
ス
ト
／
デ
ィ
リ
ー
ン
・
マ
ー
シ
ュ

わたしはいつもいのります

幸
しあわ

せなとき，いのります。
悲
かな

しいとき，いのります。
こわいとき，いのります。
プンプンおこっているとき， 

いのります。

どんな気
き

持
も

ちのときも，いのります。
わたしの天

てん

のお父
とう

様
さま

は， 
心
こころ

にかけてくださいます。
わたしの一

いち

日
にち

が良
よ

くても悪
わる

くても，
わたしはいつもいのります。

テレサ・ウィーバー

「いのりなさい　話
はな

しなさい　お父
とう

様
さま

は　聞
き

いています
天
てん

国
ごく

のように清
きよ

い　子
こ

供
ども

たちを愛
あい

して」 
（『子

こ

供
ども

の歌
か

集
しゅう

』6 －7）できます
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光
ひかり

を か が や か せ る

ス
リ
ラ
ン
カ
の
い
せ
き
の
写
真
／G

ETTY
 IM

A
G

ES

いろいろな国
くに

の友
とも

達
だち

わたしの学
がっ

校
こう

には，いろいろな国
くに

から来
き

た子
こ

供
ども

たち
がいます。キリスト教

きょう

やイスラム教
きょう

，ヒンドゥー教
きょう

や仏
ぶつ

教
きょう

を信
しん

じる人
ひと

もいます。みんなおたがいに親
しん

切
せつ

で，親
した

しみやすいです。

美
うつく

しい島
しま

わたしはスリランカに住
す

んでい
ます。インドの南

みなみ

の先
さき

に近
ちか

い，
美
うつく

しい島
しま

国
ぐに

です。ここには，熱
ねっ

帯
たい

雨
う

林
りん

や青
あお

い海
うみ

，そして古
こ

代
だい

い
せきがあります。わたしは，自

じ

分
ぶん

の国
くに

が大
だい

好
す

きです！

こんにちは！ 
わたしの名

な

前
まえ

は 
ステファニです！ 

わたしは，自
じ

分
ぶん

のあかしを 
分
わ

かち合
あ

うことによって， 
光
ひかり

をかがやかせようとしています。
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1．こわいすすめ
ある日

ひ

，キリスト教
きょう

の生
せい

徒
と

たちの特
とく

別
べつ

な集
あつ

まりがありました。あかしを分
わ

か
ち合

あ

うようにすすめられました。部
へ

屋
や

中
じゅう

がシーンとなりました。だれもステー
ジに上

あ

がりませんでした。みんな，こ
わかったのです。わたしははずかし
がりやなので，こわいと思

おも

いました。

2．「行
い

きなさい」
そのとき，温

あたた

かい波
なみ

がわたしに流
なが

れこんできて，せいれいが
「行

い

きなさい」と語
かた

りかけてくださいました。心
こころ

の中
なか

で短
みじか

く
いのってから，ステージの上

うえ

に上
あ

がりましたが，ドキドキして
いました。

3．あかしを分
わ

かち合
あ

う
わたしはクラスのみんなに，天

てん

のお父
とう

様
さま

はわたしたちを愛
あい

し
ており，ご自

じ

分
ぶん

によく話
はな

しかけてほしいと思
おも

っておられると
話
はな

しました。いのりについての経
けい

験
けん

を伝
つた

えました。天
てん

のお
父
とう

様
さま

はわたしのいのりをいつも聞
き

いて，助
たす

けたいと思
おも

ってお
られることを知

し

っていると話
はな

しました。あかしを分
わ

かち合
あ

う勇
ゆう

気
き

を持
も

てたことがうれしかったです。静
しず

かな部
へ

屋
や

で，
かがやく光

ひかり

になっていると感
かん

じました。

4．行
い

って行
おこな

う
モルモン書

しょ

の中
なか

で好
す

きな物
もの

語
がたり

は，ニーファイが，主
しゅ

が命
めい

じら
れたことを行

い

って行
おこな

うと言
い

ったところです。わたしも，天
てん

の
お父

とう

様
さま

がわたしに行
おこな

うようにと望
のぞ

んでおられることをいつも
行
おこな

う勇
ゆう

気
き

を持
も

てたらいいなと思
おも

います。

かがやくあかし

星
ほし

を送
おく

ってください！
イエスはわたしたちに，「光

ひかり

を人
ひと

々
びと

の前
まえ

にかがやか〔せなさい〕」とおっ
しゃいました（マタイ5：16）。あなたは，どのように光

ひかり

をかがやかせ
ていますか。あなたの経

けい

験
けん

を書
か

いた星
ほし

の写
しゃ

真
しん

と，あなたの写
しゃ

真
しん

と，お父
とう

さんやお母
かあ

さんのきょか書
しょ

を liahona@ldschurch.org に電
でん

子
し

メール
で送
おく

ってください。
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「自
じ

分
ぶん

たちのつるぎと，……あらゆる武
ぶ

器
き

を取
と

って来
き

て，そ
れを地

ち

中
ちゅう

深
ふか

くうめてしまった。」（アルマ 24：17）

今
き ょ

日
う

はすばらしい1 日
にち

でした。ティミーのいとこのマ
ディーが来

く

ることになっていて，しかも，1 週
しゅう

間
かん

もとま
るのです。ティミーは，マディーにおもちゃを見

み

せたり，一
いっ

緒
しょ

に遊
あそ

んだりするのが楽
たの

しみで，待
ま

ち切
き

れませんでした。
マディーが来

く

ると，すぐにぼうけんが始
はじ

まりました。最
さい

初
しょ

の 2
ふつか

日間
かん

，二
ふた り

人はきょうりゅうのおもちゃで遊
あそ

んだり，海
かい

賊
ぞく

ごっこをしたりしました。すごく楽
たの

しかったです。でも，
3
みっか

日目
め

からは，それほどうまくいかなくなってきました。ティ
ミーとマディーの意

い

見
けん

がすべてのことについて合
あ

わなくなっ
てしまったのです。
「外

そと

に行
い

って，ツリーハウスを宇
う

宙
ちゅう

船
せん

にしよう！」とティ

ミーが言
い

うと，
「それはやりたくないな。家

いえ

の中
なか

にいて，お絵
え

かきしましょ」
とマディー。
「家

いえ

にいたらつまらないよ！」
「そんなことないわ！ いつもあなたがやりたい遊

あそ

びばかり
しているじゃない。なんであなたばっかりが何

なに

をして遊
あそ

ぶか
を決

き

めるの？」
ティミーとマディーはけんかばかりしていました。もうちっ
とも楽

たの

しくありません。ティミーはけんかをするときに感
かん

じる
気
き

持
も

ちがきらいでした。そこで，あることを思
おも

いつきました。
「ねえ，マディー。アンタイ・ニーファイ・リーハイ人

じん

みた
いになろうよ」とティミーが言

い

いました。
「何

なに

人
じん

？」

けんかをしない約や く

束
そ く

イ
ラ
ス
ト
／
ダ
ニ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

ミルナ・M・ホイト
ほんとうにあったお話

はなし

をもとに書
か

かれました
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「アンタイ・ニーファイ・リーハイ人
じん

さ。モルモン書
しょ

に出
で

て
くる，武

ぶ

器
き

をうめてしまった人
ひと

たちだよ。戦
たたか

いばかりしてい
たけど，後

こう

悔
かい

して，悔
く

い改
あらた

めたんだよ。天
てん

のお父
とう

様
さま

に，二
に

度
ど

と戦
たたか

いませんって約
やく

束
そく

したんだ。そして，約
やく

束
そく

を守
まも

りた
いっていう気

き

持
も

ちをしめすために，武
ぶ

器
き

を土
つち

の中
なか

にうめた
んだよ。」
急
きゅう

に，ティミーの頭
あたま

にアイデアが思
おも

いうかびました。「お
もちゃのつるぎを作

つく

って，土
つち

の中
なか

にうめて，もうけんかはしな
いって約

やく

束
そく

しようよ。」

「いいわよ」とマディーが言
い

いました。
ティミーとマディーはティミーの部

へ

屋
や

のプラスチックででき
たおもちゃの大

だい

工
く

用
よう

具
ぐ

を使
つか

って，いろいろなつるぎを作
つく

りま
した。長

なが

い物
もの

もありましたし，短
みじか

い物
もの

もありました。いろい
ろな色

いろ

の物
もの

もありました。作
つく

り終
お

わると，ティミーとマディー
は武

ぶ

器
き

を玄
げん

関
かん

先
さき

の大
おお

きなしき物
もの

の所
ところ

に持
も

って行
い

きました。
「このしき物

もの

を，大
おお

きなあなにしよう。」ティミーが言
い

いまし
た。
二
ふた り

人はしき物
もの

のはしに座
すわ

ると，つるぎを一
ひと

つずつしき物
もの

の上
うえ

に置
お

いて，うめているふりをしました。
ティミーは最

さい

後
ご

のおもちゃを，積
つ

み上
あ

がったおもちゃの山
やま

に置
お

きながら，「もう二
に

度
ど

とけんかをしないと約
やく

束
そく

します」
と言

い

いました。
「わたしもです」と，マディーが言

い

いました。「じゃあ，遊
あそ

びに行
い

こう！ 何
なに

して遊
あそ

ぶ？」
「絵

え

をかこうよ。」笑
え

顔
がお

で，ティミーが言
い

うと，
マディーもにっこりしながら，「その後

あと

，外
そと

で宇
う

宙
ちゅう

船
せん

ごっこ
しましょうね」と言

い

いました。
その週

しゅう

ずっと，ティミーとマディーは約
やく

束
そく

を守
まも

りました。
けんかをやめてから，二

ふたり

人はもっと楽
たの

しく遊
あそ

ぶことができま
した。■
このお話

はなし

を書
か

いた人
ひと

は，アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

ユタ州
しゅう

に住
す

んでいます。
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グレース・ブラムは 9 才
さい

の女
おんな

の子
こ

で，第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

中
ちゅう

の
1940 年

ねん

，オランダに住
す

んでいました。ドイツのナチス軍
ぐん

が
オランダをこうげきし始

はじ

めたところでした。

ドン！ドン！
朝
あさ

の 3 時
じ

，町
まち

にはばくだんが落
お

とされていました。ベッド
に入

はい

ってねむり始
はじ

めたと思
おも

ったらすぐに，お父
とう

さんがみんな
に何

なに

かの下
した

にかくれるように言
い

いました。今
いま

グレースは
キッチンのテーブルの下

した

で，お父
とう

さんとお母
かあ

さん，弟
おとうと

のヒー
バーとアルビンと身

み

をよせ合
あ

っていました。外
そと

で，ばくだ
んがばくはつする音

おと

や，ガラスがわれる音
おと

が聞
き

こえ

ました。とても大
おお

きな音
おと

でした。
「わたしたち，どうなってしまうの？」グレースがお父

とう

さん
に聞

き

きました。
お父

とう

さんはグレースのかみの毛
け

をなでながら，「分
わ

からな
い。でも，おいのりをしよう」と言

い

いました。
ブラム家

か

族
ぞく

は身
み

をよせ合
あ

って，
「愛

あい

する天
てん

のお父
とう

様
さま

，わたしたち家
か

族
ぞく

をお守
まも

りください」
とお父

とう

さんがいのりました。
しばらくして，大

おお

きな音
おと

がおさまりました。ばくはつがや
みました。みんな無

ぶ

事
じ

でした。
お母

かあ

さんがグレースの手
て

を取
と

ると，にっこりほほえみかけ

「どんなことが起
お

こっても， 
神
かみ

様
さま

はわたしたち家
か

族
ぞく

を 
守
まも

ってくださるわ」と 
お母

かあ

さんが言
い

いました。

信
しん

仰
こう

， 希
き

望
ぼう

， め ぐ み ― 第
だい

1 部
ぶ

イ
ラ
ス
ト
／
レ
ベ
ッ
カ
・
ソ
ー
ジ

平
へ い

 和
わ

 
の声

こ え

メーガン・アームクネヒト
ほんとうにあったお話

はなし

をもとに書
か

かれました
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ました。「神
しん

殿
でん

で結
むす

び固
かた

められたときのこと，覚
おぼ

えている？」
グレースはうなずきました。インドネシアからオランダに

引
ひ

っこしたとき，途
と

中
ちゅう

でユタによって，ソルトレーク神
しん

殿
でん

で結
むす

び固
かた

めを受
う

けることができたのです。
「どんなことが起

お

こっても，神
かみ

様
さま

はわたしたち家
か

族
ぞく

を守
まも

っ
てくださるわ」とお母

かあ

さんが言
い

いました。
次
つぎ

の日
ひ

，グレースは家
いえ

の外
そと

で，町
まち

の広
ひろ

場
ば

にいたとき，サイ
レンが鳴

な

りひびくのを聞
き

きました。空
そら

を見
み

上
あ

げると，頭
あたま

の上
うえ

に飛
ひ

行
こう

機
き

が飛
と

んでいて，小
ちい

さな黒
くろ

い物
もの

が落
お

ちて来
き

ていまし
た。グレースはそこに立

た

って，口
くち

を大
おお

きく開
あ

けたまま，それ
をながめていました。

ある男
おとこ

の人
ひと

がグレースにさけび始
はじ

めました。「走
はし

れ！ ば
くだんだぞ！」

グレースは家
いえ

に向
む

かって走
はし

りました。ようやく無
ぶ

事
じ

に家
いえ

の玄
げん

関
かん

のドアから入
はい

ったとき，心
しん

臓
ぞう

がどきどきしていました。
数
すう

日
じつ

後
ご

，ドイツ政
せい

府
ふ

の指
し

導
どう

者
しゃ

であるナチスが正
せい

式
しき

にオラ
ンダをせんりょうしました。ナチスは，それまで軍

ぐん

の指
し

導
どう

者
しゃ

だった人
ひと

々
びと

を牢
ろう

屋
や

に入
い

れることもありました。お父
とう

さんは
オランダ軍

ぐん

の指
し

導
どう

者
しゃ

だったので，ナチスの指
し

導
どう

者
しゃ

はお父
とう

さ
んを注

ちゅう

意
い

して見
み

張
は

っていました。
「でも，お父

とう

さんは連
つ

れて行
い

かれることはないわ」とグ
レースは思

おも

いました。「わたしたちは教
きょう

会
かい

員
いん

だし，お父
とう

さん
は伝

でん

道
どう

部
ぶ

会
かい

長
ちょう

会
かい

の指
し

導
どう

者
しゃ

の一
ひ と り

人だもの。神
かみ

様
さま

はお父
とう

さん
を守

まも

ってくださるわ。」
ばくげきの後

あと

，ブラム家
か

族
ぞく

は町
まち

をはなれなければいけな
くなりました。ある日

ひ

，新
あたら

しい学
がっ

校
こう

で，グレースは何
なん

人
にん

かの
生
せい

徒
と

たちがひそひそ声
ごえ

で話
はな

しているのを聞
き

きました。
「今

き ょ う

日，ろうやに連
つ

れて行
い

かれた人
ひと

たちがいるらしいよ！」
「帰

かえ

って来
こ

られるのかな？」
グレースはこわくなりました。お父

とう

さんは大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

でしょう
か。できるだけ急

いそ

いで家
いえ

に帰
かえ

りました。ドアから飛
と

びこむ
と，玄

げん

関
かん

にお母
かあ

さんのすがたが見
み

えました。
「ほんとうなの？」グレースは聞

き

きました。「お父
とう

さんは
行
い

ってしまったの？」
お母

かあ

さんは何
なに

も言
い

いませんでしたが，グレースはお母
かあ

さん
の悲

かな

しそうな目
め

を見
み

て，お父
とう

さんが連
つ

れて行
い

かれたことが
分
わ

かりました。お父
とう

さんは戦
せん

争
そう

のほりょになってしまいまし
た。グレースはかべによりかかりました。こわくて，泣

な

くこ
ともできないほどでした。
「わたしたち，どうすればいいの？」そう思

おも

ったときです。
「またお父

とう

さんに会
あ

えます」という声
こえ

が聞
き

こえました。静
しず

かではっきりした声
こえ

でした。グレースは，それがせいれいの
声
こえ

だと分
わ

かりました。少
すこ

し気
き

持
も

ちが楽
らく

になりました。
何
なに

がどうなるか，はっきりとは分
わ

かりませんでしたが，天
てん

の
お父

とう

様
さま

が自
じ

分
ぶん

や家
か

族
ぞく

のことを守
まも

ってくださることは分
わ

かり
ました。

つづく■
このお話

はなし

を書
か

いた人
ひと

は，アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

ニュージャージー州
しゅう

に住
す

んでい
ます。

の声
こ え
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キ リ ス ト に つ い て あ か し す る 使
し

徒
と

イ
ラ
ス
ト
／
ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
ク
ワ
ン

「イエス・キリストが生
い

きておられることを知
し

っています。主
しゅ

を愛
あい

しています。主
しゅ

がわた
したち一

ひとり

人一
ひとり

人を愛
あい

しておられることを，心
こころ

から知
し

っています。」

「教
きょう

会
かい

指
し

導
どう

者
しゃ

を支
し

持
じ

する」『リアホナ』2016 年
ねん

5 月
がつ

号
ごう

，49

十
じゅう

二
に

使
し

徒
と

定
てい

員
いん

会
かい

ロナルド・A・ラズバンド長
ちょう

老
ろう



子こ

　
供ど
も

ドイツでは，サッカーは一
いち

番
ばん

人
にん

気
き

のあるスポーツです。
5 才
さい

のとき，父
ちち

がわたしをサッカークラブに入
い

れてく
れました。週

しゅう

に 3，4 回
かい

練
れん

習
しゅう

がありました。試
し

合
あい

はほとんど
土
ど

曜
よう

日
び

か日
にち

曜
よう

日
び

にありました。クラブチームでサッカーをし
ていないときは，友

とも

達
だち

とサッカーをしていました。ほとんど
毎
まい

日
にち

，太
たい

陽
よう

がしずむまでサッカーをしました。
15 才

さい

のとき，もっと大
おお

きな町
まち

のチームでプレイするように
なりました。サッカーにもっと真

しん

剣
けん

に取
と

り組
く

むようになった
のです。練

れん

習
しゅう

の回
かい

数
すう

もふえました。もっとたくさんの場
ば

所
しょ

に行
い

き，もっとたくさんのチームと試
し

合
あい

をするようになりまし
た。サッカーがわたしの生

せい

活
かつ

すべてになりました。
そして，もうすぐ 18 才

さい

になるというときに，あるコンサー
トに行

い

き，自
じ

分
ぶん

と同
おな

じくらいの年
とし

の男
おとこ

の子
こ

に会
あ

いました。
かれはとても目

め

立
だ

っていました。お酒
さけ

もたばこもせず，悪
わる

い
言
こと

葉
ば

も使
つか

いませんでした。わたしはその理
り

由
ゆう

を知
し

りたいと
思
おも

いました。かれが末
まつ

日
じつ

聖
せい

徒
と

イエス・キリスト教
きょう

会
かい

の会
かい

員
いん

であることが分
わ

かりました。かれのもはんを見
み

て，もっと教
きょう

会
かい

について学
まな

びたいと思
おも

いました。その後
ご

，わたしは教
きょう

会
かい

に入
はい

りました。
バプテスマを受

う

けて，二
ふた

つのこ

とを学
まな

びました。一
ひと

つ目
め

は，安
あん

息
そく

日
にち

にサッカーをしてはい
けなくて，教

きょう

会
かい

に行
い

かなければならないことです。二
ふた

つ目
め

は，天
てん

のお父
とう

様
さま

はわたしに，伝
でん

道
どう

に出
で

てほしいと思
おも

っておら
れることです。でも，わたしはサッカーがかなり上

じょう

手
ず

でし
た。小

ちい

さいころからずっと一
いっ

緒
しょ

にサッカーをしてきた友
とも

達
だち

がいました。わたしたちは二
ふたり

人とも，プロのサッカーチーム
からさそわれました。友

とも

達
だち

は，プロになることにしました。
わたしは，サッカーをあきらめて，伝

でん

道
どう

に行
い

くことを選
えら

びま
した。教

きょう

会
かい

が真
しん

実
じつ

であると知
し

っていたので，それを選
えら

ぶの
はむずかしくはありませんでした。
でも，家

か

族
ぞく

や友
とも

達
だち

にとってはわたしの選
えら

びを理
り

解
かい

するの
はむずかしいことでした。わたしが何

なに

をしているのか分
わ

か
らなかったのです。両

りょう

親
しん

はわたしに，友
とも

達
だち

がサッカーをして
いる新

しん

聞
ぶん

の記
き

事
じ

を送
おく

ってきました。わたしの心
こころ

はおだやか
ではありませんでした。でも，伝

でん

道
どう

に出
で

たことを後
こう

悔
かい

したこ
とは一

いち

度
ど

もありません。
わたしが伝

でん

道
どう

に出
で

ることを選
えら

んだので，天
てん

のお父
とう

様
さま

は毎
まい

日
にち

わたしを祝
しゅく

福
ふく

してくださいました。平
へい

安
あん

をあたえてくださ
いました。正

ただ

しい選
せん

択
たく

をすることであたえられる良
よ

い気
き

持
も

ちを感
かん

じました。■

サッカーと日
に ち

曜
よ う

日
び

イ
ラ
ス
ト
／
デ
ビ
ッ
ド
・
ハ
ベ
ン

七十人

ヨーク・ 
クレビンガット長

ちょう

老
ろう
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ダビデとゴリアテ
聖
せい

文
ぶん

の 物
もの

語
がたり

イ
ラ
ス
ト
／
エ
イ
プ
リ
ル
・
ス
ト
ッ
ト

そこに着
つ

いたとき，ゴリ
アテという名

な

前
まえ

の大
おお

き
な兵

へい

隊
たい

に会
あ

いました。
ゴリアテは，だれかが
自

じ

分
ぶん

をたおすことがで
きたら，戦

せん

争
そう

は終
お

わる
と言

い

いました。
でも，ゴリアテとたた
かう勇

ゆう

気
き

のある人
ひと

は
だれもいませんでした。

ダビデは羊
ひつじ

の世
せ

話
わ

をする 
少
しょう

年
ねん

でした。 
お兄

にい

さんたちは軍
ぐん

人
じん

で， 
人
ひと

々
びと

を守
まも

ろうとしていました。 
ある日

ひ

，ダビデは 
お兄

にい

さんたちに食
た

べ物
もの

を 
とどけるようにお父

とう

さんから 
たのまれました。

キム・ウェブ・リード
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子こ

　
供ど
も

ダビデは，ゴリアテのよう
に体

からだ

を守
まも

る武
ぶ

具
ぐ

を身
み

に
着

つ

けていませんでした。
ダビデは石

いし

を拾
ひろ

うと，石
いし

投
な

げ器
き

に付
つ

けました。
そしてその石

いし

をゴリアテ
のひたいに投

な

げました。
ゴリアテはたおれました。
ダビデが勝

か

ったのです！
自

じ

分
ぶん

の民
たみ

を救
すく

ったのです。

ダビデは， 自
じ

分
ぶん

がゴリアテとたたかうと言
い

いました。王
おう

様
さま

は，ダビデにたたかっては
いけないと言

い

いました。ダビデはまだ少
しょう

年
ねん

で，ゴリアテは強
つよ

くて大
おお

きかったからです。
でも，ダビデは神

かみ

様
さま

が自
じ

分
ぶん

を助
たす

けてくださると知
し

っていました。ついに王
おう

様
さま

は，「行
い

き
なさい。どうぞ主

しゅ

があなたと共
とも

におられるように」と言
い

いました。
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わたしは，大
おお

きな，こわい問
もん

題
だい

に向
む

き合
あ

うことがあります。 
神
かみ

様
さま

に助
たす

けを求
もと

めるとき，神
かみ

様
さま

はわたしを強
つよ

くしてくださいます。■

サムエル記
き

上
じょう

第
だい

17 章
しょう

から。
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子こ

　
供ど
も

色
いろ

を ぬ り ま し ょ う

わたしはよいもはんに 
なることができます

イ
ラ
ス
ト
／
エ
イ
プ
リ
ル
・
ス
ト
ッ
ト
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わたしたちの力の限りすべてのこ
とを喜んで行うようにという救

い主の教えについて考えるとき〔教義
と聖約123：17 参照〕，放蕩息子の父
親のことを思い出します。この父親
は，わがままな自分の息子がいなく
なったことやその行いのために心を
痛めました。しかし，聖書のどこを開
いても，彼が「どこで間違ったのだろ
うか」，「なぜこんな目に遭うのだろう
か」，あるいは「どこで失敗したのだ
ろうか」などと言って嘆いたとは一言
も書かれていません。
それどころか，苦々しい思いも抱か
ずに，息子の道を外れた行いに耐え，
戻った息子を愛をもって迎えたものと
思われます。「このむすこが死んでい
たのに生き返り，いなくなっていたのに
見つかったのだから。」（ルカ15：24）
家族のことでがっかりするようなこ
とがあったときには，特に忍耐を学ぶ
必要があります。わたしたちが愛し，
忍耐し，理解しようと努めているかぎ

り，たとえ進歩していないように見えた
としても，失敗しているわけではありま
せん。努力を続ける必要があります。
……
永遠の命を目指して競うレースの勝
者となるためには，努力，それもたゆむ
ことなくひたすら努力を続け，神の助
けを頂いてよく耐えることが必要です。
……
……どんな人にも苦しみや障害は
待ち受けています。心の痛みや悲し
み，死，罪，弱点，災難，病気，苦痛，
心配事，故のない非難，孤独，拒絶な
どを経験することでしょう。こうした
問題にどう対処するのか。それによっ

努力し続ける
永遠の命を目指して競うレースの勝者となる
ためには，努力，それもたゆむことなくひた
すら努力を続け，神の助けを頂いてよく耐え
ることが必要です。

ま た 会 う 日 ま で

て，その問題がつまずきの石になるか，
それとも人格形成のための積み石に
なるかが決まってくるのです。勇気あ
る人々は，こうしたチャレンジを成長
と進歩の機会にします。……
子供のころわたしたちは，時々，「何
も心配しなくていいからね」と言われ
ました。しかし，現実はそうではあり
ません。どのような人であっても問題
はあります。悲劇や挫折は，人生の計
画の中に予期せぬときに入り込んでく
る侵入者です。……
……人の偉大さというものは，一見
まったく不公平で，不条理で，しかも不
当な人生の出来事に直面したとき，そ
の人がどのような反応を示すかによっ
て一番よく知ることができます。……
……イエスはキリストであられます。
主の偉大さを示すしるしの一つは，そ
の忍耐力であり，わたしたちの従うべ
き変わることのない光となっています。
主はこの地上におられる間，最も大き
な苦痛を受け，拒絶に遭われたとき，
立派に耐え忍ばれました。わたしたち
が主の教えに従い，主の導きを求め，
主の戒めを守ろうと努力を続けるなら
ば，神はわたしたちが耐え忍べるよう
に助けてくださることを証します。■

「あなたがそれをよく堪え忍ぶならば」 『聖徒の道』
1985 年 1 月号，21－23 から。

写
真
／ 

Ⓒ G
ETTY

 IM
A

G
ES

十二使徒定員会
マービン・J・ 
アシュトン長老 

（1915–1994 年）



「
そ

こ
で

彼
は

本
心

に
立

ち
か

え
っ

て
言

っ
た

，『
父

の
と

こ
ろ

に
は

食
物

の
あ

り
余

っ
て

い
る

雇
人

が
大

ぜ
い

い
る

の
に

，わ
た

し
は

こ
こ

で
飢

え
て

死
の

う
と

し
て

い
る

。
立

っ
て

，父
の

と
こ

ろ
へ

帰
っ

て
，こ

う
言

お
う

，父
よ

，わ
た

し
は

天
に

対
し

て
も

，あ
な

た
に

む
か

っ
て

も
，罪

を
犯

し
ま

し
た

。
も

う
，あ

な
た

の
む

す
こ

と
呼

ば
れ

る
資

格
は

あ
り

ま
せ

ん
。

ど
う

ぞ
，雇

人
の

ひ
と

り
同

様
に

し
て

く
だ

さ
い

。』
そ

こ
で

立
っ

て
，父

の
と

こ
ろ

へ
出

か
け

た
。」（

ル
カ

15
：

17
—

20
）

放
蕩

息
子

， 
ジ

ャ
ス

テ
ィ

ン
・

ウ
ィ

ー
ト

レ
イ



ヤングアダルト

エリックはどのように神を 
信頼することを学んだのでしょうか 

ガーナで暮らし， 
重度の障がいがあっても， 

エリックは人生で良いことを 
認識できます。

44

青少年の教師

デジタルの使用において 
青少年の参加を促す

30
将来の宣教師

準備するために 
これらの質問を使う

50
子供

いのりについての質問の 
答えを書きこむ

66
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